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▼ラトヴィア・ルーイエナ町と姉妹提携、新たな門出へ

▼子育て世帯向け用住宅申し込み受け付け開始！



ラトヴィア・ルーイエナ町と姉妹提携、新たな門出へ

実った民間交流15年
ラトヴィア・ルーイエナ町と姉妹提携、新たな門出へ

実った民間交流15年
Public relations brochure of Higashikawa

8
2008 August

No.658

第2回東川大写真展入選作品から
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実った民間交流15年

【
ル
ー
イ
エ
ナ
町
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

人
口
：
3
、
6
9
0
人
（
今
年
1
月
現

　

在
）
。
行
政
区
の
統
合
合
併
に
よ
っ

　

て
、
来
年
1
月
に
新
行
政
区
「
ル
ー

　

イ
エ
ナ
州
」
（
人
口
規
模
約
６
千
６

　

０
０
人
、
面
積
３
５
２
・
２
３
平
方

　

㌔
㍍
）
が
誕
生
予
定
。

面
積
：
７
・
７
５
平
方
㌔
㍍

位
置
：
北
部
ヴ
ィ
ッ
ゼ
メ
地
域
（
首
都

　

・
リ
ガ
か
ら
北
方
約
１
５
０
㌔
㍍
）

年
間
行
政
予
算
額
：
約
5
億
７
千
４
８

　

０
万
円
（
約
2
４
５
万
６
千
ラ
ッ
ツ

　

＝
１
ラ
ッ
ツ
は
約
２
３
０
円
）

そ
の
他
：
都
市
集
中
暖
房
シ
ス
テ
ム
、

　

上
水
道
シ
ス
テ
ム
を
完
備
。
町
道
路

　

の
総
延
長
は
約
56
㌔
㍍
。
小
学
校
1

　

校
、
中
･
高
校
２
校
、
音
楽
学
校
、

　

芸
術
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
学
校
、
文
化

　

会
館
、
展
覧
会
場
、
ス
タ
ジ
ア
ム
施

　

設
が
あ
り
ま
す
。
年
間
観
光
客
は
約

　

3
万
人
。
主
な
祭
り
は
、
ル
ー
イ
エ

　

ナ
の
町
名
を
祝
う
祭
り
（
5
月
末
）
、

　

夏
祭
り
（
8
月
）
が
あ
り
ま
す
。
ル

　

ー
イ
エ
ナ
に
は
優
秀
な
工
芸
職
人
が

　

多
く
、
そ
の
技
術
を
芸
術
と
し
て
発

　

信
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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ポンプを押すグラトキンス町長（左）と
水を受けるヴァイヴァルス大使

旭
岳
に
も
登
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
霧
模
様
と
い
う
天
候
な
が
ら
、
姿

見
の
池
、
非
難
小
屋
周
辺
ま
で
登
山

し
ま
し
た
。

　

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
国
内
に
は
高
い
山
が

な
い
と
い
い
、
初
め
て
見
る
活
火
山

の
噴
火
口
噴
煙
、
高
山
植
物
の
数
々

に
感
激
の
様
子
で
し
た
。

　

ほ
か
に
旭
川
市
内
の
大
型
総
合
商

業
施
設
、
旭
山
動
物
園
を
訪
れ
、
わ

ず
か
な
時
間
な
が
ら
小
樽
市
内
観
光

も
し
ま
し
た
。

　
　

◆
│
│
│
│
│
│
│
│
◆　
　

　

ル
ー
イ
エ
ナ
町
に
は
、
か
つ
て

町
の
中
心
に
市
場
が
あ
り
、
そ
の

中
心
部
に
あ
っ
た
井
戸
の
ポ
ン
プ

が
今
も
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
ポ
ン
プ
は

「
お
金
を
く
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
ポ
ン
プ
が
、
両
町
を
つ
な
ぐ

友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
今
回
ル

ー
イ
町
か
ら
届
い
た
の
で
す
。

　

ル
ー
イ
エ
ナ
町
で
は
、
新
た
に
ポ

ン
プ
を
設
計
、
製
作
し
、
代
表
団
の

来
町
に
先
立
っ
て
贈
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
町
で
は
、
両
町
の
末
永
い
友
好

の
絆
と
し
て
、
中
心
市
街
地
の
道
の

駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
前
に
設
置

し
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
井
戸
の
水
を
く
み
上
げ
て

互
い
に
口
に
含
み
「
お
い
し
い
！
」

と
感
激
。
友
好
の
絆
の
始
ま
り
を
肌

で
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

訪
問
団
は
、
町
長
の
グ
ラ
ト
キ
ン

ス
議
長
を
筆
頭
に
、
ア
ー
ボ
ル
テ
ィ

ン
シ
ュ
副
議
長
（
副
町
長
に
相
当
）

ら
町
の主

な
幹
部
、

林
業
関
係
会
社
の
代
表
者
ら
。
他
に

金
管
合
奏
団
と
し
て
、
引
率
の
教
員
、

高
校
２
年
生
と
中
学
２
、
３
年
生
合

わ
せ
て
４
人
の
一
行
25
人
。

　

写
真
の
町
の
象
徴
・
文
化
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
町
立
診
療
所
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
展
望
閣
、
物
産
セ
ン
タ
ー
、

東
川
中
学
校
、
幼
保
一
元
保
育
の
幼

児
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
な
施
設
を
見
学
、

　

「
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
独
立
後
、
２
つ
の

町
で
初
め
て
姉
妹
提
携
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
意
義
あ
る
一
歩

が
人
々
に
よ
っ
て
磨
か
れ
、
宝
物
に

な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
―
。

７
月
16
日
来
町
、
翌
日
役
場
大
会
議

室
で
行
わ
れ
た
姉
妹
提
携
調
印
式
で
、

松
岡
市
郎
町
長
と
グ
ラ
ト
キ
ン
ス
町

長
が
高
々
と
右
手
を
上
げ
て
が
っ
ち

り
と
固
い
絆
の
握
手
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

２
年
前
本
町
に
初
め

て
来
訪
以
来
、
両
町

の
姉
妹
提
携
実
現
に

向
け
て
、
温
か
い
支

援
と
準
備
を
進
め

て
く
れ
た
ペ
ー
テ
リ

ス
・
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル

ス
駐
日
大
使
も
来
町

し
「
温
め
て
き
た
構
想

が
よ
う
や
く
実
現
し
ま
し

た
。
大
き
な
仕
事
を
な
し
終
え

ま
し
た
」
と
満
面
の
笑
顔
。
両
町
の

新
た
な
絆
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

姉
妹
提
携
の
盟
約
書
締
結
と
併
せ

て
、
こ
の
日
道
の
駅
・
ひ
が
し
か
わ

道
草
館
前
に
設
置
し
た
井
戸
〝
友
好

の
ポ
ン
プ
〞
除
幕
式
も
行
い
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
ス
大
使
、
グ
ラ
ト

キ
ン
ス
町
長
、
イ
ン
ド
ウ
リ
ス
・
ア

ー
ボ
ル
テ
ィ
ン
シ
ュ
副
町
長
ら
は
、
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　４泊５日という短い滞在期間中、ルーイエナ町訪問団は町内各所を訪れました。旭川市内の回転寿司
店では、ハマチの鮮魚解体ショーに思わずカメラのフラッシュ。宿泊した旭岳温泉のホテルでは、初め
て温泉に入浴して感激したようです。東川高校学校祭の前夜祭ねぷた行列に飛び入り参加し、東川小ス
クールバンド、東川中吹奏楽部との合同演奏では見事な演奏を披露しました。その短い滞在記録を写真
で紹介します。

▲東川中を視察、中学1年生の理科の教科書に興味深々（第２日）

▲初日の夕食は旭川市内の回転寿司店（第１日）

▲

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
子
供
た
ち
か
ら
大
歓
迎
（
第
２
日
）

▼

ちょうど誕生日だったヴァイヴァルス大使に
　花束贈呈（第２日、歓迎パーティーで）

▼キトウシ森林公園物産センターを視察（第２日）

▲これからロシアに輸出するという木材皮むき機に
　興味深げ＝エノ産業で（第４日）

▲

あ
い
に
く
の
霧
登
山
と
な
っ
た
旭
岳
（
第
３
日
）

▲

東
川
中
で
開
い
た
合
同
演
奏
会
（
第
４
日
）

▲
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
館
を
訪
問
（
第
２
日
）

▲
工
場
内
の
全
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
っ
て
い
る
木
材
焼
却
機
に
興
味
＝
昭
和
木
材
で
（
第
４
日
）

▼

東
川
高
校
学
校
祭
前
夜
祭

　

の
ね
ぷ
た
行
列
に
飛
び
入

　

り
参
加（
第
３
日
）　

 ラトヴィアから友好の風をのせて

バルトの国から来た使者滞在記
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６
月
24
日
、
東
川
町
農
協
蔬
（
そ
）
菜

園
芸
研
究
会
（
溝
口
泰
男
会
長
）
主
催
の

「
野
菜
生
産
者
夏
の
集
い
」
が
農
協
野
菜

集
出
荷
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
生
産
者
同
士
の
交
流
の
場
と
し

て
年
１
回
開
い
て
い
ま
す
。
3
年
目
の
今

年
は
、
町
内
の
生
産
者
約
１
０
０
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。
溝
口
会
長
は
「
今
年
の
稲

は
５
、
６
月
の
低
温
で
分
け
つ
遅
れ
も
目

立
っ
て
い
る
が
、

野
菜
は
順
調
に
推

移
し
て
い
る
」
と

報
告
し
ま
し
た
。

　

札
幌
、
旭
川
市

内
の
卸
売
市
場
の

野
菜
担
当
関
係
者

も
出
席
し
ま
し
た
。

市
場
値
動
き
に
つ

　
い
て
「
本
州
方
面
の
出
荷
時
期
と
道
内
野

菜
の
出
荷
時
期
が
重
な
っ
て
し
ま
い
価
格

が
上
が
っ
て
い
な
い
。
消
費
者
の
価
格
選

別
の
目
も
厳
し
い
。
今
後
の
値
上
が
り
に

期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
、
生
産
者
と
の

情
報
交
換
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
本
町
出
荷
の
主
力
は
チ
マ

サ
ン
チ
ュ
で
す
。
今
年
は
価
格
が
上
が
ら

ず
「
ど
う
し
て
も
必
要
な
野
菜
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
で
厳
し
い
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
う
生
産
者
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
声
も
。
今
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

値
動
き
に
期
待
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

込
め
、
日
ご
ろ
忙

　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
い
農
作
業
の
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

間
の
手
を
休
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
し
た
。

　
披
露
。
見
事
な
成
果
を
町
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
中
心
市
街
地
約
７
０
０
㍍
区
間

を
分
列
行
進
し
、
松
岡
町
長
、
来
賓
ら
の

観
閲
を
受
け
災
害
へ
の
心
構
え
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　
小
隊
の
隊
列
行
進
展
示
で
、
み
ご
と
な
足

並
み
を
披
露
。
ポ
ン
プ
車
を
使
っ
た
す
ば

や
い
放
水
・
消
火
作
業
を
展
開
す
る
応
用

操
法
展
示
、
市
街
地
消
火
の
一
斉
放
水
展

示
も
披
露
し
ま
し
た
。

　

き
び
き
び
と
し
た
連
携
で
、
有
事
の
災

害
発
生
に
備
え
た
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を

　

６
月
29
日
、
大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防

団
（
金
盛
勇
松
団
長
）
が
、
東
川
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
ー
ン
会
場
に
20
年
度
消

防
総
合
訓
練
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
町
内

５
分
団
76
人
の
団
員
と
大
雪
消
防
組
合
東

消
防
署
員
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
の
閲
団
を
受
け
た
後
、

　

７
月
５
日
、
町
内
市
街
地
、
「
平
和
と

開
拓
の
碑
」
前
な
ど
を
会
場
に
戦
没
者
、

開
拓
功
労
者
を
し
の
ぶ
慰
霊
音
楽
行
進
、

慰
霊
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
人
の
労
苦
を
し
の
ん
で
毎
年
行
っ
て

い
ま
す
。
音
楽
行
進
に
は
、
町
内
の
３
小

・
中
学
校
か
ら
、
児
童
、
生
徒
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
幼
児
の
か
わ
い
い
鼓
笛
隊
が
中
心
市

街
地
約
１
・
５
㌔
㍍
区
間
を
行
進
。
道
の

駅
・
ひ
が
し
か
わ
道
草
館
前
で
は
第
一
小

学
校
37
人
の
一
小
太
鼓
が
沿
道
か
ら
喝
采

を
浴
び
ま
し
た
。

　

開
拓
の
碑
に
は
、
戦
没
者
２
１
３
柱
、

開
拓
功
労
者
・
物
故
者
２
５
０
柱
を
祭
っ

て
い
ま
す
。
開
基
１
１
４
年
を
迎
え
た
式

典
に
は
、
遺
族
、
関
係
者
約
１
０
０
人
が

参
列
し
ま
し
た
。

　

合
田
博
副
町
長
が
「
先
人
の
足
跡
に
思

い
を
は
せ
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
」
と
松
岡
市
郎
町
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、
参
列
者
は
献
花

で
先
人
を
慰
霊
し
ま
し
た
。

平
和
の
誓
い
新
た
―
戦
没
者
、開
拓
功
労
者
慰
霊
祭

平
和
の
誓
い
新
た
―
戦
没
者
、開
拓
功
労
者
慰
霊
祭

　　

７
月
13
日
か
ら
同
月
23
日
ま
で
、
10
泊

11
日
間
の
日
程
で
、
北
米
の
高
校
生
と
引

率
の
教
師
13
人
が
本
町
を
訪
れ
、
町
内
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

（
社
）
日
本
国
際
生
活
体
験
協
会
（
東

京
）
が
主
催
し
、
毎
年
各
地
で
受
け
入
れ

を
し
て
い
ま
す
。
北
米
の
高
校
生
に
日
本

の
一
般
家
庭
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
庭
に
泊
ま
り
な
が
ら
異
文
化

交
流
を
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
今
回
は

本
町
の
ほ
か
、
釧
路
市
、
浦
臼
町
、
七
飯

　
町
で
そ
れ
ぞ
れ
高
校
生
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　

一
行
は
期
間
中
、
神
社
の
見
学
、
お
寺

で
座
禅
の
体
験
、
木
工
家
具
工
場
の
見
学
、

農
業
体
験
、
剣
道
体
験
、
ア
イ
ヌ
博
物
館

見
学
、
旭
岳
登
山
な
ど
、
見
学
･
体
験
が

目
白
押
し
。
ま
た
写
真
の
町
の
本
町
で
は
、

全
員
に
カ
メ
ラ
撮
影
の
体
験
を
し
て
も
ら

う
の
も
テ
ー
マ
で
す
。

　

東
川
高
校
文
化
祭
の
前
夜
祭
ね
ぷ
た
行

列
に
参
加
し
た
り
（
18
日
）
、
ラ
ト
ヴ
ィ

ア
・
ル
ー
イ
エ
ナ
町
か
ら
来
町
し
て
い
た

訪
問
団
の
高
校
生
と
東
川
中
生
徒
と
の
合

同
演
奏
会
（
19
日
）
に
も
参
加
し
て
充
実

の
日
々
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

７
月
６
日
、
町
民
運

動
公
園
で
第
30
回
町
民

体
育
祭
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

町
内
各
地
区
の
７
老

人
ク
ラ
ブ
と
各
地
区
住

民
で
つ
く
る
７
チ
ー
ム
、

合
わ
せ
て
14
チ
ー
ム
、

約
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

町
長
と
議
長
の
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
利
者

を
予
想
す
る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
用
の
ク
ラ
ブ
を
使
っ
て
ボ
ー
ル
を

リ
レ
ー
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
リ
レ
ー
な
ど
、

楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　
　
　
　

最
後
の
ト
リ
を
飾
る
競
技
は
、

　
　
　

な
ん
と
言
っ
て
も
全
町
綱
引
き
競

　
　
　

技
。
７
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
男
女
15

　
　
　

人
で
１
、
２
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま

　
　
　

し
た
。
応
援
す
る
声
援
に
も
力
が

　
　
　

入
り
ま
す
。

　
　
　
　

昨
年
優
勝
の
「
東
川
第
三
」
チ

　
　
　

ー
ム
が
今
年
も
強
力
で
、
綱
引
き

　
　
　

競
技
の
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、

他
の
競
技
で
は
圧
倒
的
強
さ
を
見
せ
ま
し

た
。

　

会
場
の
フ
ィ
ー
ル
ド
外
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
ご
と
に
持
ち
寄
っ
た
食
材
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー

も
登
場
。
お
昼
は
お
い
し
い
に
お
い
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
立
ち
込
め
ま
し
た
。

　
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
ま
し
た
。

「
こ
こ
だ
、
こ
こ
だ
！
」
―
。
参
加
し
た

グ
ル
ー
プ
は
、
指
示
さ
れ
た
道
順
に
し
た

が
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
、

タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
回
り
方
は
、
道

路
を
行
っ
た
り
来
た
り
の
繰
り
返
し
。
中

心
市
街
地
は
子
供
た
ち
の
歓
声
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
、
町
内
中
心
部
の
公
共
施
設

を
回
り
歩
い
て
楽
し
む
公
民
館
中
央
分
館

主
催
の
東
川
町
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
35
組
の
家
族
、
３
人
一
組
の
小
学

生
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地

点
に
、
豆
腐
店
、
郷
土
館
、
道
草
館
な
ど
、

中
心
市
街
地
の
約
２
㌔
㍍
区
間
に
15
カ
所

夏
空
晴
れ
や
か
、町
民
体
育
祭

夏
空
晴
れ
や
か
、町
民
体
育
祭

北
米
の
高
校
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
宿
泊
交
流

北
米
の
高
校
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
宿
泊
交
流

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に
約
１
０
０
人
が
挑
戦

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に
約
１
０
０
人
が
挑
戦

に
ぎ
や
か
に
野
菜
生
産
者
の
集
い

に
ぎ
や
か
に
野
菜
生
産
者
の
集
い

「
町
の
防
災
は
任
せ
て
！
」と
頼
も
し
く
消
防
総
合
訓
練
大
会

「
町
の
防
災
は
任
せ
て
！
」と
頼
も
し
く
消
防
総
合
訓
練
大
会
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東
川
町
農
協
（
板
谷
重
徳
組
合
長
）
は

７
月
14
日
、
町
内
の
小
学
５
年
生
用
の
副

教
材
に
―
と
日
本
教
育
新
聞
社
（
東
京
）
、

日
本
農
業
新
聞
（
同
）
の
２
社
で
共
同
編

集
、
製
作
し
た
小
学
校
高
学
年
用
の
社
会

科
副
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く
ら

し
」
の
３
冊
シ
リ
ー
ズ
「
農
業
の
仕
組
み

と
お
金
の
し
く
み
」（
Ａ
4
版
、

24
㌻
）
、
「
農
業
の
今
と
日

本
の
食
」（
同
、
同
）
、
「
農

業
の
や
く
わ
り
と
環
境
」（
同
、

同
）
を
町
教
育
委
員
会
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

農
業
系
統
団
体
の
金
融
組

織
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
主
導
で

今
年
か
ら
始
め
た
食
農
教
育

応
援
事
業
に
同
農
協
が
呼
応

　
し
ま
し
た
。
板
谷
組
合
長
が
町
教
委
を
訪

れ
、
三
宅
良
昌
教
育
長
に
町
内
４
小
学
校

の
５
年
生
89
人
全
員
が
学
べ
る
よ
う
に
、

教
師
用
解
説
書
と
と
も
に
１
０
１
セ
ッ
ト

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

本
は
、
国
内
の
主
な
農
産
物
の
生
産
地

や
い
ろ
い
ろ
な
農
産
物
が
届
く
ま
で
の
仕

　
　
　
　
　
　

組
み
、
低
下
す
る
一
方
の

　
　
　
　
　
　

食
料
自
給
率
の
変
化
、
農

　
　
　
　
　
　

産
物
を
届
け
る
流
通
、
金

　
　
　
　
　
　

融
の
仕
組
み
、
わ
た
し
た

　
　
　
　
　
　

ち
の
地
域
を
守
る
農
業
の

　
　
　
　
　
　

役
割
な
ど
が
詳
し
く
解
説

　
　
　
　
　
　

し
て
あ
り
ま
す
。
社
会
科

　
　
　
　
　
　

に
限
ら
ず
、
理
科
、
総
合

　
　
　
　
　
　

学
習
で
も
活
用
で
き
る
内

　
　
　
　
　
　

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
30
日
、
韓
国
江
原

道
（
ガ
ン
・
ウ
ォ
ン
・
ド

ウ
）
ヨ
ン
グ
ォ
ル
郡
の
写

真
博
物
館
長
ジ
ョ
ン
・
ス

ン
・
ウ
氏
、
同
館
文
化
芸

術
課
員
オ
ゥ
ン
・
ウ
ィ
・

ヨ
ン
氏
ら
３
人
が
、
写
真

の
町
の
取
り
組
み
を
視
察

す
る
た
め
に
本
町
に
来
町

し
ま
し
た
。

　

ヨ
ン
グ
ォ
ル
郡
写
真
博
物
館
は
、
第
11

回
東
川
賞
（
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
）

海
外
作
家
賞
に
選
ば
れ
た
キ
ム
･
ス
ー
ナ

ム
氏
（
59
）
が
、
本
町
の
文
化
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
活
動
ぶ
り
を
韓
国
内
に
紹
介
し
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
本
町
を
手
本
に

建
設
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
韓
国
内
の

　　
　
　
　

写
真
家
作
品
の
展
示
収
蔵
を
は

　
　
　
　

じ
め
と
し
て
写
真
文
化
の
普
及

　
　
　
　

に
努
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　

す
。
一
行
は
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ

　
　
　
　

ー
で
「
東
京
写
真
月
間
２
０
０

　
　
　
　

８
」
巡
回
展
、
キ
ト
ウ
シ
森
林

　
　
　
　

公
園
物
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

　
　
　
　

元
人
形
作
家
の
宮
竹
眞
澄
人
形

　
　
　
　

展
を
見
学
し
ま
し
た
。
表
敬
訪

　
　
　
　

問
し
た
松
岡
市
郎
町
長
と
の
懇

談
で
は
「
東
川
町
の
取
り
組
み
は
素
晴
ら

し
い
お
手
本
」
と
感
心
し
た
様
子
。
松
岡

町
長
は
「
中
国
に
も
写
真
博
物
館
が
あ
る

の
で
、
ア
ジ
ア
３
カ
所
で
共
同
の
取
り
組

み
が
出
来
る
と
い
い
で
す
ね
」
な
ど
と
提

案
し
て
い
ま
し
た
。

　　

中
国
語
表
示
の
担
当
は
、
中
国
帰
国
者

家
族
と
し
て
中
国
で
生
ま
れ
育
っ
た
吉
田

さ
ん
の
妻
秀
美
さ
ん
。
韓
国
語
表
示
は
東

川
観
光
協
会
の
ジ
ョ
ン
・
ミ
ス
ン
さ
ん
が

担
当
し
ま
し
た
。

　

町
内
に
も
年
々
外
国
か
ら
の
観
光
客
が

多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
海
外
の
お
客
様
に
も
お
も

て
な
し
を
意
識
し
な
く
て
は
…
」
と
思
い

立
っ
た
そ
う
で
す
。

　
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
５
カ
所
に
洗
面
所
、

非
常
口
、
禁
煙
・
喫
煙
所
を
示
す
表
示
板

を
パ
ソ
コ
ン
で
自
作
し
て
取
り
付
け
ま
し

た
。

　

表
記
し
て
い
る
の
は
、
日
本
語
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
の
４
カ
国
語
。
英
語
は

和
英
辞
書
を
片
手
に
、
吉
田
さ
ん
自
ら
翻

訳
し
ま
し
た
。

　

町
内
を
訪
れ
る
海
外
観
光
客
に
も
分
か

り
や
す
い
施
設
案
内
を
―
と
町
内
の
主
要

公
共
施
設
に
こ
の
ほ
ど
、
各
国
語
で
表
記

し
た
案
内
板
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
の
は
、
西
町
２
、
運
送
業
吉

田
孝
志
さ
ん
（
58
）
。
役
場
庁
舎
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
・
ひ
が
し

か
わ
道
草
館
、
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
Ｂ
＆

町
内
公
共
施
設
に
外
国
語
表
記
の
案
内
板
が
登
場

町
内
公
共
施
設
に
外
国
語
表
記
の
案
内
板
が
登
場

韓
国
江
原
道
の
ヨ
ン
グ
ォ
ル
郡
写
真
博
物
館
か
ら
視
察
来
町

韓
国
江
原
道
の
ヨ
ン
グ
ォ
ル
郡
写
真
博
物
館
か
ら
視
察
来
町

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
が
小
学
校
５
年
生
用
に
副
教
材

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
が
小
学
校
５
年
生
用
に
副
教
材

　

７
月
7
日
、
東
14
号
共
同
墓
地
で
中
国

人
強
制
連
行
事
件
殉
難
烈
士
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

東
和
土
地
改
良
区
（
荒
川
和
雄
理
事

長
）
、
旭
川
日
中
友
好
協
会
（
淀
川
徳

（
つ
と
む
）
会
長
）
、
東
川
町
仏
教
会

（
会
長
・
風
間
直
樹
東
川
寺
住
職
）
が
中

心
と
な
っ
て
毎
年
慰
霊
し
て
い
ま
す
。

　

松
岡
市
郎
町
長
を
は
じ
め
、
旭
川
、
東

川
両
市
町
の
議
会
議
員
、
旭
川
華
僑
総
会
、

在
日
朝
鮮
人
会
、
在
日
民
団
関
係
者
、
来

道
し
て
い
る
在
旭
中
国
人
留
学
生
ら
約
50

人
が
列
席
し
ま
し
た
。

　

松
岡
町
長
は
「
強
制
連
行
さ
れ
て
き
た

方
々
の
力
が
、
戦
後
本
町
農
業
の
発
展
の

礎
に
な
り
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
方
々
の
無

念
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
望
郷
の

碑
を
建
立
し
、
大
雪
遊
水
公
園
を
整
備
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
日
中
両
国
の
永
遠

の
友
好
親
善
と
、
恒
久
平
和
を
願
い
ま
す
」

と
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、
忠
別
川
江

卸
発
電
所
建
設
の
関
連
工
事
と
し
て
造
成

さ
れ
た
農
業
か
ん
が
い
用
の
遊
水
池
建
設

工
事
で
、
強
制
連
行
さ
れ
て
き
た
３
３
８

人
の
中
国
人
労
働
者
の
う
ち
、
88
人
が
過

酷
な
労
働
の
中
で
死
亡
し
ま
し
た
。
そ
の

人
々
を
供
養
す
る
た
め
、
１
９
７
２
（
昭

　
和
47
）
年
に
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
日
中
戦
争
の
引
き
金
と
な
っ

た
盧
溝
橋
事
件
（
昭
和
12
年
）
か
ら
71
周

年
の
日
。
慰
霊
碑
建
立
36
周
年
と
併
せ
て
、

改
め
て
平
和
と
友
好
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　
し
た
。

　

北
町
２
丁
目
か
ら
東
町
２
丁
目
間
約
７

０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
街
路
灯
、
案
内
柱

18
基
の
木
部
と
基
礎
部
分
の
塗
装
は
が
れ

を
塗
り
直
し
、
こ
れ
で
化
粧
直
し
も
万
全
。

観
光
シ
ー
ズ
ン
ピ
ー
ク
の
時
期
に
向
け
て
、

き
れ
い
な
街
路
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
、
㈱
小
岩
組
共
栄
会
（
石
澤

正
義
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
中
心
市
街
地

の
メ
ー
ン
通
り
、
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線

に
あ
る
街
路
灯
の
塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
を
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
建
設
会
社
、
㈱
小
岩
組
の
協
力

企
業
で
つ
く
っ
て
い
る
親
交
会
が
毎
年
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
5
年
目
に
な
り
ま

　　

東
川
中
学
校
で
め
だ
か
の
親
子
が
す
く

す
く
と
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
た

ち
は
飼
育
担
当
の
「
め
だ
か
係
」
も
作
り

ま
し
た
。
「
こ
の
ま
ま
来
年
ま
で
育
て
て

み
た
い
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
Ｂ
組
（
蛯
名
大
広
先
生
、
30
人
）

の
教
室
に
水
槽
を
置
い
て
飼
育
し
て
い
ま

す
。
5
月
下
旬
、
生
物
で
「
め
だ
か
の
血

管
を
見
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
授
業
を
し

た
後
、
教
材
用
と
し
て
使
っ
た
親
魚
6
尾

を
、
生
徒
が
「
飼
育
し
た
い
」
と
提
案
。

そ
の
ま
ま
教
室
内
で
飼
育
を
続
た
と
こ
ろ
、

親
魚
が
産
卵
し
約
20
尾
の
稚
魚
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

生
徒
の
一
人
が
自
宅
に
あ
っ
た
飼
育
栽

培
図
鑑
を
持
参
。
餌
や
り
、
水
槽
の
水
交

換
な
ど
、
毎
日
の
管
理
の
参
考
に
し
ま
し

　
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
稚
魚
は
す
で
に

約
３
㌢
㍍
ほ
ど
の
大
き
さ
に
ま
で
順
調
に

育
ち
、
今
は
「
１
年
生
の
理
科
の
実
験
で

水
草
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
実
験
が
終
わ

っ
た
ら
水
槽
の
中
に
水
草
も
入
れ
る
つ
も

り
」
と
日
々
飼
育
環
境
が
充
実
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

東
川
中
で
め
だ
か
の
子
供
す
く
す
く

東
川
中
で
め
だ
か
の
子
供
す
く
す
く

街
路
灯
の
化
粧
直
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

街
路
灯
の
化
粧
直
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
国
人
強
制
連
行
事
件
の
殉
難
慰
霊
祭
、
今
年
も
し
め
や
か
に

中
国
人
強
制
連
行
事
件
の
殉
難
慰
霊
祭
、
今
年
も
し
め
や
か
に
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水
が
真
夏
で
も
周
囲
を
ひ
ん
や
り
冷
や
し

て
い
ま
す
。
70
種
を
超
え
る
野
鳥
た
ち
が

訪
れ
ま
す
。

　

木
陰
の
ほ
だ
木
か
ら
は
シ
イ
タ
ケ
も
顔

を
出
し
ま
す
。
暑
い
夏
、
池
に
カ
ヌ
ー
を

浮
か
べ
て
〝
ぷ
〜
か
ぷ
か
〞
。
指
先
に
精

魂
込
め
た
た
く
さ
ん
の
鳥
た
ち
は
、
そ
ん

な
環
境
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

実
物
大
の
最
初
の
バ
ー
ド
モ
ビ
ー
ル
製

作
は
約
20
年
前
。
長
野
県
内
に
建
設
し
た

商
業
施
設
に
、
吹
き
抜
け
空
間
を
生
か
す

オ
ブ
ジ
ェ
製
作
の
依
頼
が
舞
い
込
み
ま
し

た
。
天
井
か
ら
木
の
鳥
を
い
っ
ぱ
い
吊
る

し
て
館
内
に
飛
ば
し
た
の
で
す
。

　

近
年
の
大
作
は
、
奥
俊
博
氏
（
愛
別
町
）

と
共
同
製
作
し
た
か
ら
く
り
の
森
「
よ
う

こ
そ
」
と
、
４
人
の
ク
ラ
フ
ト
作
家
が
共

同
製
作
し
た
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ね
」（
い

ず
れ
も
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
（
東
京

･
世
田
谷
区
）
、
２
０
０
２
年
）
。

　

長
期
入
院
、
療
養
生
活
を
送
る
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
つ
な
が
る
命
と
希
望
、
に

ぎ
や
か
な
生
き
物
た
ち
の
生
命
あ
ふ
れ
る

森
を
つ
く
り
ま
し
た
。
木
の
温
も
り
で
子

供
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

「
鳥
た
ち
の
空
」
と
名
付
け
た
実
物
大

の
バ
ー
ド
モ
ビ
ー
ル
。
野
鳥
た
ち
の
モ
ビ

ー
ル
が
室
内
を
埋
め
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

コ
サ
ギ
、
イ
ワ
ツ
バ
メ
、
ホ
オ
ジ
ロ
ガ

モ
、
ホ
シ
ガ
ラ
ス
、
カ
ッ
コ
ウ
…
。
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
は
、
渡
り
鳥
た
ち
が
所
狭
し
、

と
舞
い
泳
い
で
い
ま
す
。

　

材
料
と
な
る
木
は
、
道
産
材
の
代
表
格
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
ナ
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ヤ

チ
ダ
モ
の
埋
も
れ
木
。
さ
ら
に
マ
カ
バ
、

ク
ル
ミ
、
ケ
ヤ
キ
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
ウ

ォ
ー
ル
ナ
ッ
ト
、
カ
リ
ン
、
キ
ハ
ダ
な
ど
。

　

羽
毛
の
模
様
や
色
合
い
の
違
い
を
表
現

す
る
た
め
、
木
肌
の
異
な
る
色
合
い
、
異

な
る
木
目
の
風
合
い
を
使
い
分
け
ま
す
。

挿
木
や
は
め
込
み
で
違
う
樹
種
の
パ
ー
ツ

を
組
み
合
わ
せ
、
単
純
化
し
た
パ
ー
ツ
の

組
み
合
わ
せ
構
成
の
中
で
、
生
き
生
き
と

飛
翔
す
る
姿
が
生
ま
れ
出
ま
す
。

　

今
、
デ
ビ
ュ
ー
を
待
っ
て
い
る
今
年
の

新
作
は
、
キ
ン
グ
ペ
ン
ギ
ン
の
モ
ビ
ー
ル
。

旭
山
動
物
園
の
公
式
選
定
商
品
で
す
。
３

羽
1
組
の
〝
空
飛
ぶ
ペ
ン
ギ
ン
〞
が
ま
も

な
く
お
目
見
え
し
ま
す
。

 

　

◇

　

こ
ん
も
り
と
木
々
に
囲
ま
れ
た
敷
地
に

は
、
湧
水
池
が
あ
り
ま
す
。
冷
涼
な
湧
き

今
、生
き
生
き
と

　

建
物
の
中
に
閉
ざ
さ
れ

た
人
工
の
空
間
を
悠
々
と

舞
う
渡
り
鳥
た
ち
。
無
機

質
な
空
間
に
つ
る
さ
れ
た

鳥
た
ち
は
、
建
築
物
と
い

う
鳥
か
ご
の
中
で
無
限
に

舞
い
続
け
ま
す
。
都
市
と

い
う
囲
ま
れ
た
巨
大
な
空

間
の
中
に
、
ま
る
で
風
の

郷
愁
を
呼
び
覚
ま
す
か
の

よ
う
に
…
。
風
を
つ
く
る

作
家
―
。
何
気
な
く
見
上

げ
る
空
間
に
流
れ
る
の
は
、

緑
色
に
た
な
び
く
風
紋
、

そ
れ
と
も
空
色
の
風
？　

命
の
息
吹
を
与
え
ら
れ
た

木
の
鳥
た
ち
は
、
今
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
旅
を

続
け
ま
す
。

1313

農家の納屋を改造した工房 自宅隣接のギャラリー

ギャラリー内はさまざまな種類の鳥が
飛んでいます

新作の「空飛ぶペンギン」

からくりの森「ようこそ」

木
工
ク
ラ
フ
ト
作
家　

早
見　

賢
二
（
は
や
み　

け
ん
じ
）
さ
ん

早見　賢二さん／東倉沼　☎８２－２３０１
大阪市出身、59歳。大阪府内の工業高校卒。1972（昭和47）年、23歳で旭川市内に移住し、木工クラフト製作工房を立ち上げ。’78（同53）年ごろから、旭川市が木
工クラフトの産業化を積極的に推進。この時期に産業化支援を受けて本格的にクラフト作家の基盤を作りました。旭川工芸デザイン協会々員。16人の会員中、東川町
内に在住、あるいは工房を構える工芸作家７人グループの一人。’84（同59）年東川町に転居。自宅周辺に70種類以上の野鳥が飛来するのを観察し、早くから鳥のモ
ビール作りを手がけ始めました。’91（平成３）年、実物大の鳥モビール群の第1号作品を制作。以来、建築物の空間に実物大の鳥モビールが舞うオブジェを「鳥たちの空」
と名付け、そのシリーズがライフワークに。

はやみ　　けんじ
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ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
人
々
と
の
草
の
根
交
流

が
実
を
結
び
、
ル
ー
イ
エ
ナ
町
と
の
姉
妹

提
携
と
な
っ
た
。
独
立
後
、
日
本
第
１
号

と
な
る
も
の
で
、
世
界
に
開
か
れ
た
「
写

真
の
町
」
の
誇
り
で
も
あ
る
。

　

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
、
現
在
廃
刊

に
な
っ
た
旧
北
海
タ
イ
ム
ス
社
は
、
北
海

道
の
支
援
を
得
て
、
91
年
８
月
に
独
立
を

果
た
し
た
バ
ル
ト
３
国
を
、
「
新
し
い
北

の
仲
間
た
ち
」
と
題
し
て
道
民
へ
紹
介
し

た
。
そ
の
時
の
取
材
記
者
が
東
川
町
在
住

の
西
原
義
弘
さ
ん
。

　

「
写
真
を
通
じ
て
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は

意
義
が
あ
る
」
と
国
民
が
手
を
繋
ぎ
、
歌

を
歌
い
な
が
ら
果
敢
に
非
武
装
で
旧
ソ
連

か
ら
独
立
を
果
た
し
た
「
人
間
の
鎖
」
写

真
展
の
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
町
民
総
合
文
化
祭
と
重
複
し

て
い
る
時
期
で
、
会
場
に
空
き
は
な
か
っ

た
が
、
生
け
花
展
示
の
壁
を
活
用
し
実
現

と
な
っ
た
。
故
佐
藤
忠
雄
さ
ん
（
元
文
化

連
盟
会
長
）
、
伊
藤
直
哉
さ
ん
（
元
公
民

館
長
）
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
配
意
だ
っ
た
。

　

当
時
の
パ
ウ
ル
ス
文
化
大
臣
（
「
百
万

本
の
バ
ラ
」
の
作
曲
者
）
ご
夫
妻
を
囲
ん

で
記
念
に
撮
っ
た
写
真
が
今
も
残
っ
て
い

る
。
見
み
る
と
15
年
以
上
の
時
の
流
れ
を

感
じ
る
。

　

93
年
に
は
、
故
村
山
尚
美
（
中
央
公
民

館
長
）
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、
家
庭
で
眠

っ
て
い
る
教
材
を
夜
間
日
本
語
学
校
へ
送

り
、
95
年
に
は
羽
衣
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
が
太

鼓
を
持
っ
て
生
徒
と
父
母
22
人
が
ラ
ト
ヴ

ィ
ア
を
訪
問
。
日
本
語
学
校
の
子
供
た
ち

の
家
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
郷
土
芸
能
を

披
露
し
て
い
る
。
青
木
哲
也
（
羽
衣
太
鼓

指
導
者
）
団
長
や
角
田
美
代
子
父
母
会
長

な
ど
、
関
係
者
の
方
々
の
一
歩
踏
み
出
す

勇
断
が
あ
っ
た
。

　

故
佐
藤
さ
ん
は
陶
芸
交
流
を
通
じ
て
多

く
の
人
脈
を
築
き
、
西
原
さ
ん
、
青
木
さ

ん
な
ど
と
と
も
に
交
流
協
会
を
立
ち
上
げ
、

文
化
芸
術
分
野
で
の
草
の
根
交
流
に
ご
尽

力
さ
れ
た
。

　

92
年
以
来
、
私
た
ち
の
交
流
の
架
け
橋

と
な
っ
て
き
て
く
れ
た
の
が
、
黒
澤
歩

（
リ
ー
ガ
在
住
）
さ
ん
。
ま
た
井
下
佳
和

さ
ん
（
名
誉
領
事
）
、
故
中
田
正
俊
さ
ん
、

八
田
乃
吉
さ
ん
、
関
口
輝
雄
さ
ん
ご
夫
妻

な
ど
、
多
く
の
人
々
が
交
流
を
支
え
て
い

る
（
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
方
の
み
ご

紹
介
）
。
駐
日
大
使
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
ス
氏

は
こ
の
草
の
根
交
流
を
評
価
し
、
議
会
の

議
決
を
経
て
生
誕
地
ル
ー
イ
エ
ナ
町
と
の

姉
妹
提
携
と
な
っ
た
。

　

姉
妹
提
携
に
は
、
交
流
と
い
う
井
戸
を

掘
っ
た
人
、
守
っ
て
き
た
人
々
が
い
た
。

こ
れ
か
ら
森
を
育
て
る
気
持
ち
で
交
流
が

続
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
「
ラ
ト
ヴ
ィ

ア
」
と
言
え
ば
「
東
川
町
」
だ
と
い
う
声

を
よ
く
聞
く
。
改
め
て
関
係
者
に
深
く
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

す
が
す
が
し
若
葉
が
庭
に
満
ち
て
お
り
朝
日
を
受
け
て
か
が
や
き
ゐ
た
り

久
々
に
集
ひ
し
友
は
懐
か
し
や
心
弾
み
て
多
弁
に
な
れ
り

つ
く
づ
く
と
わ
れ
を
見
て
を
り
わ
が
庭
の
主
と
な
る
か
や
こ
の
蟇
蛙

荒
れ
し
世
に
教
育
勅
語
を
思
い
出
し
父
母
に
孝
に
兄
弟
に
友
に
夫
婦
相
和
し

充
た
さ
る
る
も
の
す
で
に
な
く
わ
が
胸
を
カ
ラ
カ
ラ
風
の
吹
き
ぬ
け
る
夜
は

春
風
に
咲
き
ゐ
る
水
仙
な
が
む
れ
ば
未
だ
に
浮
か
ぶ
故
郷
の
父
母

夏
至
な
る
に
ス
ト
ー
ブ
燃
や
し
温
も
り
て
秋
の
作
柄
思
い
や
ら
る
る

悔
ば
か
り
多
き
生
ぞ
と
思
ひ
を
り
ぽ
と
ぽ
と
落
ち
る
珈
琲
見
つ
め
る

極
刑
に
断
下
す
人
如
何
ば
か
り
の
心
境
な
り
や
彼
も
人
の
子

春
陽
背
に
過
去
を
し
の
び
て
ひ
と
り
言
生
き
て
る
今
が
寂
し
く
な
り
て

夕
餉
終
え
明
日
の
予
定
を
考
え
る
天
気
予
報
に
何
時
も
じ
ゃ
ま
さ
れ

道
す
が
ら
故
郷
訪
ふ
れ
ば
廃
校
見
ゆ
五
十
路
の
娘
等
校
歌
口
ず
さ
む

降
り
や
ま
ぬ
櫻
の
真
中
に
立
つ
も
芳
し
を
の
こ
を
み
な
の
大
和
は
遥
か

幸
せ
は
人
に
告
げ
た
し
空
の
虹

放
水
の
黒
部
ダ
ム
湖
に
虹
渡
る

あ
の
虹
の
あ
の
端
あ
た
り
誰
住
む
や

虹
消
へ
て
人
生
は
深
く
続
き
を
り

虹
立
ち
て
夕
餉
に
食
べ
た
き
川
さ
か
な

夫
の
忌
や
渡
っ
て
来
ぬ
か
虹
の
橋

夢
を
追
う
わ
ら
し
っ
こ
た
ち
の
虹
の
橋

勝
鬨
の
如
く
に
突
如
蝉
時
雨

移
り
ゆ
く
世
相
に
架
け
る
虹
の
橋

袖
口
で
一
拭
き
し
た
る
ト
マ
ト
食
ぶ

虹
色
の
ド
ロ
ッ
プ
今
も
宝
箱

ジ
パ
ン
グ
は
東
方
万
里
虹
ぞ
立
つ

岩
田　

ふ
じ
え

那
須　

喜
美

瓜
生　

昭
枝

松
倉　

和
子

永
江　

栄
子

笹
田　

冨
士
子

岡
澤　

チ
ズ
子

宮
坂　

敬
子

矢
沢　

ま
す
え

清
水　

チ
ヨ

中
田　

治
子

嶋
崎　

ミ
エ

井
山　

一
文

澤
田　

久
美
子

松
山　

蓉
子

小
林　

露
葉

青
野　

公
花

宮
坂　

紫
雲

秋
山　

深
雪

杉
山
ひ
ろ
の
り

徳
光　

吐
苦

杉
山　

り
つ

山
口　

佐
知
子

高
瀬　

潤

石
澤　

清
宏

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

アイ・アム・レジェンド
（映画・ＤＶＤ）
ワーナー・ホーム・ビデオ
予防不能･治療不能のウイルスによって汚
染された地球。なぜか免疫があった軍所
属の科学者ネビルは、地球最後の男とな
る。荒廃したニューヨークで必死に他の生
存者を捜すが、生存していたのはウイルス
によって変異したミュータントたち。迫り来る

ミュータントとタイムリミット。地球最後の男に希望はあるのか。（１００分）

なんでもただ会社
（児童書）
作：ニコラ･ド･イルシング／刊：日本標準
いたずらずきのティエリーは、パパとママが出か
けている間電話でいたずら。つながった相手は
欲しいものをなんでも「ただ」でくれる会社だっ
た！？会員規則はひとつだけ。最後に『ん』のつく
品物を頼まないこと。ティエリーが疑いながらも

注文すると、ほんとうになんでもただで品物が届き、たちまちおもちゃ箱がいっ
ぱいに。ところがある日、ティエリーは規則をうっかり破ってしまい・・・。

米粉スイーツ
（一般書）
著：のむらゆかり／刊：ブティック社
お米を製粉したものを「米粉」といい、昔
から和菓子作りに利用されてきました。
代表的なものに上新粉や白玉粉などが
あります。最近は小麦粉の代替として洋

菓子やパンなどにも用いられる製菓用の米粉も登場し、もちもち、し
っとりの食感で人気を得ています。作ってみれば意外と簡単！家庭
で楽しく和菓子やデザートを作ってみませんか？

ル
ー
イ
エ
ナ
町
の
姉
妹
提
携
に
思
う

短
歌

俳
句ひ

と
よ

ど
き
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「体験から学び、保全活動へ」

　サラサラと透き通った水が流れ出ます。口に含む

と冷たく、さわやかな感触が口に広がります。周囲

は多くの利用者で賑わっています。

　ここはノカナンの旭岳源水です。ここから旭岳方

面に向かって大雪山国立公園のエリアに入ります。

　私が昨年、東川町に来て驚いたことは、水がその

まま飲めるということでした。それは町なかでも同

様で、地下水を使用しているということはある意味、

自然の豊かさを象徴していると思われます。

　「体験から学ぶ」―。普段仕事などでこのような

言葉を用います。

　
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
整
形
的

な
疾
患
が
多
い
よ
う
で
す
。
片
足
の
し
び
れ

だ
け
を
訴
え
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が

同
様
で
す
。

　

神
経
症
の
治
療
は
有
効
な
薬
剤
の
開
発
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
神
経
痛
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
製
剤
な
ど

が
投
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
、
神
経
障
害
に
有
効
な
治
療
薬
と
し

て
、
ア
ル
ド
ー
ス
還
元
酵
素
阻
害
剤
（
エ
パ

ル
レ
ス
タ
ッ
ト
）
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　

進
行
し
た
神
経
症
で
は
、
そ
の
効
果
は
難

し
い
の
で
、
早
め
に
医
師
に
相
談
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
消
炎
鎮
痛
剤
、
メ
キ
シ
チ
レ
ン

な
ど
、
一
部
の
抗
不
整
脈
剤
、
抗
け
い
れ
ん

剤
、
抗
う
つ
剤
な
ど
が
効
果
的
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

膀
胱
機
能
障
害
や
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
を
呈
し

た
場
合
、
泌
尿
器
科
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

　

糖
尿
病
の
方
は
、
ほ
か
に
足
病
変
と
し
て
、

足
趾
（
し
）
間
や
爪
の
白
癬
（
せ
ん
）
症
、

タ
コ
や
足
、
足
趾
の
変
形
な
ど
を
多
く
認
め

ま
す
。
進
行
し
た
神
経
症
を
有
す
る
場
合
は

要
注
意
で
す
。

　

夏
場
は
、
靴
下
な
し
で
靴
や
サ
ン
ダ
ル
を

履
い
た
た
め
に
起
き
る
小
さ
な
靴
ず
れ
や
外

傷
か
ら
、
冬
場
は
、
足
が
冷
た
い
た
め
に
ス

ト
ー
ブ
に
当
て
た
り
、
ア
ン
カ
や
湯
た
ん
ぽ

な
ど
に
よ
る
軽
い
や
け
ど
か
ら
下
肢
の
壊
疽

（
え
そ
）
を
併
発
し
、
切
断
等
に
至
る
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
普
段
か
ら
足
全
体

（
足
、
足
趾
、
足
爪
、
趾
間
、
足
底
）
の
フ

ッ
ト
ケ
ア
が
大
切
で
す
。

　

次
回
は
、
糖
尿
病
本
体
の
治
療
へ
と
話
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

 

（
町
立
診
療
所
副
所
長　

中
田
宏
志
医
師
）

　

今
回
は
糖
尿
病
性
神
経
症
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。

　

神
経
症
は
、
網
膜
症
や
腎
症
よ
り
早
期
に

出
現
す
る
合
併
症
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
発
神
経
障
害
と
単
神
経
障
害
に
大
別
さ
れ

ま
す
。
神
経
症
も
他
の
細
小
血
管
障
害
同
様
、

糖
尿
病
の
発
病
、
高
血
糖
の
持
続
に
よ
っ
て

発
症
、
進
展
し
ま
す
。

　

単
神
経
障
害
は
、
顔
面
神
経
や
動
眼
神
経

な
ど
、
単
一
の
神
経
に
表
れ
る
障
害
で
、
あ

ま
り
診
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
は
前

者
の
多
発
神
経
障
害
で
、
感
覚
神
経
障
害
と

自
律
神
経
障
害
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

感
覚
障
害
は
、
両
手
足
の
し
び
れ
、
頭
痛
、

感
覚
低
下
、
異
常
感
覚
な
ど
の
症
状
で
す
。

ま
た
他
覚
的
に
は
、
両
側
ア
キ
レ
ス
腱
（
け

ん
）
反
射
、
両
足
の
振
動
覚
や
触
覚
の
低
下

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

自
律
神
経
障
害
は
、
起
立
性
低
血
圧
（
起

立
時
に
血
圧
が
低
下
し
、
め
ま
い
、
失
神
を

起
こ
す
）
、
消
化
管
機
能
異
常
（
便
秘
・
下

痢
（
げ
り
）
、
悪
心
、
嘔
吐
（
お
う
と
）
な

ど
、
膀
胱
（
ぼ
う
こ
う
）
機
能
障
害
（
神
経

因
性
膀
胱
）
、
男
性
な
ら
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
、

女
性
な
ら
生
理
不
順
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
感
覚
神
経
障
害
は
、
両
手
足
、
左
右
対

称
に
、
ち
ょ
う
ど
手
袋
、
靴
下
を
は
い
た
範

囲
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
「
ソ
ッ
ク
ス

＆
グ
ロ
ー
ブ
タ
イ
プ
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。

両
手
に
ま
で
至
る
障
害
は
、
実
際
に
は
か
な

り
進
行
し
た
状
態
で
、
両
下
肢
（
し
）
の
み

の
感
覚
異
常
を
自
覚
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。

　

外
来
で
、
足
の
し
び
れ
が
な
く
、
手
の
し

び
れ
だ
け
を
自
覚
し
「
糖
尿
病
の
せ
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
訴
え
る
方
が
い
ら
っ

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

　単に自然を見て楽しむ

ということだけでなく、

体験を通して学び、それ

が自然環境の保全などに

生かされればと思ってい

ます。

　例えば、大雪山を訪れた際に、美しい自然を見て

「写真の町で写真を撮る」。その後「水の町で源水

の水」を飲む。見て、飲む、という体験を通して、

その自然の大切さなどを知り、保全しようという考

えにつながればと思っています。

　現在、旭岳温泉を中心に「エコツーリズム」とい

う動きを考えています。

　エコツーリズムとは「自然環境や歴史文化を体験

しながら学ぶとともに、その保全にも責任を持つ観

光のあり方」とされています。貴重な自然と文化を

末永く継承していく仕組みを考えたいと思っている

ところです。旭岳温泉・勇駒別を中心に、地域の

方々と連携を図りながら、今後のあり方を考えてい

く楽しみもあります。地域の宝を守り次世代に残す

ために、日々奮闘しています。

　文：環境省東川自然保護官事務所　田畑慎之介

　

生
活
習
慣
病
を
防
ご
う
⑦

大雪山の素顔

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」

Dr.
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英語指導助手/アシュリー・ペトゥルッチ

　

声
に
出
し
て
リ
ズ
ム
よ
く
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
「
運
動

は
大
事
、
坂
東
は
英
二
」
「
あ

り
が
と
う
、
オ
リ
ゴ
糖
！
」

「
世
界
中
チ
ェ
・
ジ
ュ
ウ
」
。

お
笑
い
コ
ン
ビ
、
ジ
ョ
イ
マ
ン

の
ネ
タ
で
す
。
ラ
ッ
プ
の
よ
う

な
リ
ズ
ム
で
、
語
呂
が
い
い
の

で
大
人
気
。
実
に
こ
れ
、
英
語

の
世
界
の
韻
を
踏
む
（
ラ
イ
ミ

ン
グ
）
、
に
近
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
標
語
を
作
る
と
、

自
然
と
「
五
・
七
・
五
」
調
に

な
る
よ
う
に
、
英
米
で
は
詩
を

作
る
と
韻
を
踏
み
ま
す
。

　

T
w
inkle, 

tw
inkle, 

little 

star, H
ow
 I w
onder w

hat you 

are!  
　

声
に
出
し
て
言
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
最
後
のstar

とare

の

母
音
が
一
緒
で
す
ね
。

　

日
常
で
も
、
別
れ
際
に
「
ま

た
ね
」
と
い
う
と
き
「S

e
e 

you later, A
lligator

」
と
意
味

な
く
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
（
ワ
ニ
）

を
付
け
た
り
し
ま
す
。

　

他
に
も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
、
ビ
ー
ト
ル

ズ
、
エ
リ
ッ
ク
・
ク
ラ
プ
ト
ン
、

韻
を
踏
ま
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。

　

英
語
圏
で
は
、
ま
ず
フ
ォ
ニ

ッ
ク
ス
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と

音
の
ル
ー
ル
を
学
び
ま
す
が
、

こ
の
と
き
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要

な
鍵
を
握
り
ま
す
。
マ
ザ
ー
グ

ー
ス
は
な
ん
と
９
割
以
上
が
韻

を
踏
ん
で
い
ま
す
。

　

口
に
す
る
と
語
尾
の
音
が
そ

ろ
っ
て
楽
し
い
の
で
何
度
で
も

言
い
た
く
な
り
ま
す
。
子
供
は

こ
れ
で
知
ら
ぬ
間
に
言
葉
を
覚

え
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
の

い
る
家
庭
で
は
こ
れ
を
意
識
し

て
、
一
緒
に
リ
ズ
ム
よ
く
歌
え

ば
た
く
さ
ん
の
単
語
が
読
め
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第51回

韻を踏む（ライミング）

【ちょっと豆知識】
アシュリーさんがお別れの言葉で書いているように、言葉じゃないところでも通じ合えるのがコミュニ
ケーションの面白さです。ある研究結果によると、コミュニケーションに言語が占める割合はわずか７
％だそうです。55％がなんとボディーランゲッジ。つまり身振りや表情なのです。他には声のトーン
（抑揚や大きさ）が38％を占めます。つまりは外国で〝ぼったくられ〟そうになったら、日本語でいい
から怒ってみせることです。まずまず、日本人も怒るときは怒るぞ、と伝えることができます。

ペチャクチャ
カナダ人
ペチャクチャ
カナダ人（最終回）

A Bittersweet Farewell 

　For the first time in two years, I am speechless. My departure from 
Japan hovers above the horizon and yet I cannot adequately express 
myself. I never anticipated that anywhere besides Canada could feel like 
home, especially in a country where I still speak the language very 
poorly, and continue to stumble through even the simplest tasks. 
However, during my time here, I learned that language is not the sole 
means of communication and that the human spirit transcends 
many of those boggling communication troubles. I know this from 
the grins and wide-eyed expressions on my students’ faces and from 
the kind manner of strangers during my daily encounters. 
　With great sincerity, I extend a heartfelt thank you to my 
students, whose bright energy was refreshing every day, to my 
friends and colleagues who guided me through my new life, and 
to everyone who ever suffered through a terrible Japanese 
conversation with me – many thanks for your patience! While 
I look forward to a long overdue reunion with family and 
friends in Canada, my return is not without sadness…
Higashikawa captured a piece of my heart and I think that 
here it shall remain. 

ほろ苦い別れ

　この2年間で初めて、言葉を失っています。日本を去
る日が近づいて、どう表現していいか分からないのです。
日本語もまだ上手ではなく、本当にわずかなことでもへま
をする、そんな日本がふるさとのように思える日が来るな
んて、思いもしませんでした。それでも、日本にいるこの2
年間で言葉だけが唯一のコミュニケーション手段ではないと
いうことや、ややこしいコミュニケーション上のトラブルも、
心があれば乗り越えられると分かりました。生徒の純真なにこ
にこ顔、そして日々新たに出会う人たちの親切さからそう学び
ました。
　心から感謝の言葉を伝えます。活発なエネルギーで日々私を元
気づけてくれた生徒たち。ここでの暮らしを導いてくれた友人や
同僚。そして、私のつたない日本語につきあってくれた人々に。我
慢してくれてありがとう！カナダの家族や友人との久しぶりの再会
を楽しみにする一方で、寂しさもまた尽きません。東川は私の心を
とらえ、この心はいつまでもこの町に残るでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳：宮地晶子）

/

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
ん
ど
う　
　
　

え
い
じ

　
　
　

ツ
イ
ン
ク
ル　
　
　
　

ツ
イ
ン
ク
ル　
　
　
　

リ
ト
ル

 

ス
タ
ー　
　

ハ
ウ　　

ア
イ　

ワ
ン
ダ
ー　

　

ワ
ッ
ト
　

ユ
ー

　

ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ー　
　
　

ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ー

　

ユ
ー　
　

レ
イ
タ
ー　
　

ア
リ
ゲ
ー
タ
ー

14Higashikawa  2008 August



水　

三　

想

澄
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
平
素
の
状
態
で

あ
る
が
、
川
が
澄
ん
で
い
な
い
、
き
わ

め
て
濁
っ
た
状
態
に
な
っ
た
と
き
で
、

こ
れ
が
「
澄
ま
な
い
」
つ
ま
り
は
「
済

ま
な
い
」
と
な
る
と
い
う
。

　

「
水
に
流
す
」
を
考
え
る
と
き
、

「
済
ま
な
い
」
は
、
自
分
の
た
め
に
流

れ
が
悪
く
な
り
「
済
み
ま
せ
ん
」
と
い

う
こ
と
と
も
。
だ
か
ら
「
済
み
ま
せ
ん
」

は
「
水
に
流
す
」
の
鍵
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

と
な
る
で
あ
ろ
う
と
。

　

地
下
水
位
の
低
下
…
町
の
風
は
ど
う

吹
く
で
あ
ろ
う
か
。
同
日
記
事
で
の
丹

保
憲
仁
元
北
大
学
長
が
講
演
さ
れ
た

「
人
と
水
」
に
は
、
「
二
十
世
紀
の
百

年
間
で
世
界
の
水
の
消
費
量
が
十
倍
に

増
え
、
水
資
源
が
枯
渇
し
て
い
る
」
と

し
、
各
地
で
地
下
水
位
が
低
下
し
て
、

湖
沼
の
縮
小
が
起
き
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
た
。
正
に
水
が
危
な
い
の
で
あ
る
。

水
も
無
限
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

宝
の
水
、
生
命
の
水
は
有
限
の
水
で

も
あ
る
こ
と
を
確
か
め
合
う
「
町
の
風
」

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　　　
（
前
）中
央
分
館
長

　
　
　

尾　

池　

隆　

男

お
わ
び
…
七
月
号
の「
決
め
細
か
い
」
は

木
目
、
肌
理
で
す
。

　

二
〇
〇
八
年
（
平
成
二
〇
）
七
月
三

日
付
道
新
を
読
ん
だ
旧
友
か
ら
の
電
話

は
、
「
全
面
広
告
の
〝
地
下
水
の
ま
ち

東
川
町
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
〞
は
U
タ
ー

ン
し
た
君
の
故
郷
の
美
味
し
い
水
こ
そ

宝
の
水
だ
ね
。
羨
ま
し
い
よ
。
」
で
あ

っ
た
。
「
本
当
だ
。
大
雪
の
恵
み
に
感

謝
あ
る
の
み
。
」
で
あ
る
。

　

三
分
一
湧
水
…
山
口
昌
伴
著
（
水
の

道
具
誌
‥
岩
波
新
書
）
に
よ
る
と
、

　

「
甲
府
八
ヶ
岳
山
麓
の
伏
流
水
を
三

つ
の
村
に
、
生
活
・
農
業
用
水
と
し
て

均
等
に
三
分
の
一
ず
つ
分
け
る
分
岐
点

『
三
分
一
湧
水
』
の
水
路
・
水
道
は
甲

斐
国
領
主
武
田
信
玄
の
発
案
し
た
三
角

石
が
吐
水
口
に
置
か
れ
て
水
が
公
平
に

分
流
さ
れ
る
」
と
い
う
。

　

更
に
、
「
我
田
引
水
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
田
畑
に
水
を
引
く
こ
と

は
、
生
命
が
け
の
問
題
で
、
水
争
い
の

タ
ネ
と
な
り
、
寄
合
（
相
談
）
、
評
定

（
裁
判
）
が
重
ね
ら
れ
て
水
づ
か
い
の

掟
が
定
め
ら
れ
、
非
道
の
者
は
こ
ら
し

め
ら
れ
、
約
束
を
違
え
る
と
死
罪
を
も

っ
て
臨
ま
れ
た
」
と
あ
る（
以
上
要
約
）。

水　

三　

想

町の風

雑
記
抄

い
わ
ゆ
る
〝
な
あ
な
あ
〞
の
関
係
が
生

ず
る
も
と
と
も
な
る
」
と
い
う
。

　

更
に
、
「
し
か
し
、
今
日
の
よ
う
に

日
本
が
世
界
の
中
で
、
と
か
く
無
神
経
、

無
定
見
、
無
責
任
な
行
動
を
生
み
出
す

も
の
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
を
生
み
出
す

も
の
と
し
て
水
に
流
す
心
情
が
指
摘
さ

れ
、
現
代
社
会
の
構
造
が
こ
れ
ま
で
の

日
本
人
の
心
情
と
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
わ

れ
て
い
る
（
以
上
は
序
文
か
ら
の

抜
粋
）
。

　

樋
口
先
生
（
国
学
院

大
学
名
誉
教
授
）
は

ま
た
、
「
水
が
共

同
体
の
要
で
あ
り
、

水
争
い
か
ら
の

対
立
は
労
力
と

無
駄
で
あ
る
か
ら
、

和
の
精
神
で
ま
と

ま
る
隣
村
意
識
で
運

営
も
は
か
ど
っ
て
い
た
」

と
も
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の

生
命
は
「
水
」
に
よ
っ
て
蘇
り
、

「
済
ま
な
い
」
は
流
れ
を
濁
ら
せ
た
こ

と
と
説
か
れ
て
お
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
同
義
で
あ
っ
た
「
住
む
」
、

「
済
む
」
、
「
澄
む
」
（
民
俗
学
の
荒

木
博
之
先
生
に
よ
る
）
の
澄
む
は
、
か

つ
て
川
は
「
あ
ら
ゆ
る
ゴ
ミ
（
汚
物
）

を
押
し
流
し
、
あ
と
は
も
と
の
よ
う
に

　

と
こ
ろ
で
、
ふ
る
さ
と
東
川
に
あ
っ

て
も
、
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
）
か

ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
「
私
設
水
利

組
合
間
の
水
騒
動
」
が
東
川
村
土
功
組

合
沿
革
史
に
記
録
さ
れ
て
い
る

（
郷
土
史
ふ
る
さ
と
東
川

Ⅰ
創
世
編
）
が
、
「
我

が
田
に
水
を
引
く
と

い
う
水
争
い
」
は

何
処
も
同
じ
く
御

他
聞
に
洩
れ
ず

で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
紆
余
曲
折

を
へ
て
今
日
の
東

和
土
地
改
良
区
へ
と

大
同
団
結
し
た
の
で
あ

る
。

　

水
に
流
す
…
樋
口
清
之
著
（
日
本

人
は
な
ぜ
水
に
流
し
た
が
る
の
か

‥
P
H
P
文
庫
）
に
は
、
「
な
に
ご
と

も
〝
水
に
流
す
〞
日
本
人
の
心
情
は
、

他
人
の
過
去
や
失
策
を
許
容
し
、
こ
れ

ら
の
こ
と
に
行
動
を
推
し
進
め
て
ゆ
く

現
実
的
な
知
恵
で
も
あ
る
。
一
方
、
常

に
責
任
の
所
在
が
う
や
む
や
に
な
り
、
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大雪地区広域連合からのお知らせ

各種医療受給者証、認定証の更新時期です各種医療受給者証、認定証の更新時期です各種医療受給者証、認定証の更新時期です長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ
　８月は医療受給者証、認定証の更新時期です。各種医療機関で受診する際には、被保険者証と併せて新しい受
給者証、認定証を窓口にご提示ください。
　なお、現在交付している受給者証、認定証の有効期限は本年７月末日となっており、期限後は使用できなくな
りますので、下記までご返却ください。

　政府は後期高齢者医療制度の保険料を次のと
おり一部見直ししました。
　納付書での納付となる方に対する平成20年度
後期高齢者医療保険料額決定通知書及び納付通
知書の送付は、広報７月号で７月中旬とお知ら
せしましたが、８月上旬に変更して発送するこ
とになりました。併せて納期も右記のとおり変
更となっていますので、ご理解とご協力をお願
いいたします。

お問い合わせ

　北海道後期高齢者医療広域連合…………☎011-290-5601
　大雪地区広域連合国民健康保険対策室…☎82-2111（内線562、563）
　住民福祉課住民室…………………………☎82-2111（内線123）

更新・申請の手続き、返却に関するお問い合わせ
　　大雪地区広域連合国民健康保険対策室…☎82-2111（内線562、563）
　　住民福祉課住民室…………………………☎82-2111（内線123）

■8月に更新する各種医療受給者証

　所得の低い世帯の方で、下表に該当する方は、平成20年度において新たに次の軽減を受けられます。
■平成20年度の保険料の軽減割合を拡大します

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

国
民
健
康
保
険
加
入
者

①後期高齢者医療被保険者証

対象

交付

対象

内容

②後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（※注１）

④国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

③国民健康保険高齢受給者証（※注２）

世帯全員が住民税非課税の方

対象 国保に加入している方

窓口負担の割合が変更になる方　※注１
該当者全員に被保険者証を郵送します。
※窓口負担の割合が変更にならない方は、現在の被保険者証を引き続きご使用ください。
有効期限は平成21年7月31日までです。

・医療機関での窓口負担限度額の引き下げ
・入院時における食事負担額の軽減

交付 該当者に認定証を郵送します。受け取った後、役場で交付申請の手続きをしてください。
（古い認定証と印鑑が必要です）

対象

内容

国保加入者全員が住民税非課税の世帯
・医療機関での窓口負担限度額の引き下げ
・入院時における食事負担額の軽減

交付 該当者に認定証を郵送します。受け取った後、役場で交付申請の手続きをしてください。
（古い認定証と印鑑が必要です）

交付 該当者全員に受給者証を郵送します。
※一定以上の障がいにより後期高齢者医療の認定を受けている方は除きます。

※

70
歳
以
上
の
方

■申請により適用が受けられる各種医療認定証（入院した場合のみ）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

対象
内容

①国民健康保険限度額適用認定証

②国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

住民税が課税の世帯

・医療機関での窓口負担限度額の引き下げ

交付 申請により交付しますので、該当となる方は手続きをしてください。

対象

内容

国保加入者全員が住民税非課税の世帯

・医療機関での窓口負担限度額の引き下げ
・入院時における食事負担額の軽減

交付 申請により交付しますので、該当となる方は手続きをしてください。

※

70
歳
以
上
の
方

今回更新する①②の被保険者証、認定証は有効期限が平成21年7月31日までです。
③の受給者証の負担割合が2割（平成21年3月31日までは1割）と記載されている方は、平成21年3月31日までが1割、4月1日以降は医
療制度改正によって2割に変更になります。ご注意ください。有効期限は平成21年７月31日までです。ただし平成21年7月31日まで
に75歳を迎えられる方は、後期高齢者医療に健康保険が変わるため、75歳の誕生日の前日が有効期限となります。

※注１
※注２

「賦課のもととなる所得金額」は、保険料額決定通知書でご確認ください。
改めて手続きをしていただく必要はありません。

※１

第１期

第２期

第３期

第４期

9月

9月

10月

12月

１日（月）

30日（火）

31日（金）

１日（月）

第５期

第６期

第７期

12月

平成21年2月

3月

29日（月）

２日（月）

２日（月）

【保険料納期限（すべて普通徴収の方）】

対象になる方

所得割額が５割軽減になります

均等割額が8.5割軽減になります

新たな軽減対策

「賦課のもととなる所得金額」※１が58万円以下の方

今年度の均等割額が７割軽減されている方

　保険料が年金から差し引かれている方で、下表のどちらかに該当する場合は、申し出により口座振替
で納めることができます（10月以降に差し引かれる予定の方も含みます）。

■保険料の納め方を変更できます

・平成20年8月15日までにお申し出いただいた場合、10月に振り込まれる年金からの保険料の差し引きを中止します。
・お申し出の時期により、年金からの差し引きを中止する月並びに口座振替を開始する月は異なります。

対象になる方

年金収入が180万円未満の方で、本人以外の世帯主または配偶者が口座振り替えで納める場合

国民健康保険の保険料を過去２年間未納の無い方（本人）が口座振り替えで納める場合

　被用者保険※２の被扶養者だった方は、年間の保険料の額が2,100円以下になります。
　2,100円以下に軽減されていない場合は、被扶養者だったことが確認できていない可能性があります
ので、お手数ですが下記連絡先にお問い合わせくださいますようお願いします。

（※２）被用者保険とは
　政府管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保険のことです。
市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は含まれません。

■被用者保険※２の被扶養者だった方へ
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■東川町役場　　　　
■改善センター（公民館）
■文化交流館
■文化ギャラリー
■B&G海洋センター
■町立診療所
■大雪消防組合東消防署
■道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

｝
｝

　
　

　

　　

歳
85歳
53歳
83歳
55歳
90歳
85歳

　
父

鉄也

卓

秀人

8月の行事

人のうごき
（6月16日～7月15日、敬称略）

　
　

　

　

（前月比▲
（前月比＋
（前月比▲
（前月比＋

　
　

　

7,789人
3,713人
4,076人
3,175戸
3人
8人
20人
27人

　
　

　

12人）
1人）
13人）
3戸）

お 誕 生
生まれた子

浅野　ひより

坂井　まひる

尾上　夏希

おくやみ
亡き人
山崎　さきえ
由川　寿光
江添　ハル
河村　洋人
金巻　政治
谷地　シズ子

ご 結 婚
渡来　拓郎
大西　志保
藤原　順太郎
西山　由香

人口・世帯数　6月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区

23区

南町2丁目

西町3丁目

行政区
26区
28区
21区
15区
29区
25区

17区西町

西町3丁目

　
母

あずさ

まどか

美幸

　
　

　

　

届出人
山崎　天知雄
由川　英津子
江添　好松
河村　勤
金巻　キヌ
谷地　覺三

　　

・
航
空
身
体
検
査
、
航
空
・
操
縦
適

　

性
検
査
、
医
学
適
性
検
査
）

試
験
科
目　

国
語
総
合
、
国
語
表
現　

　

Ⅰ
、
数
学
Ⅰ
･
Ⅱ
、
数
学
Ａ
、
英
語

　

Ⅰ
･
Ⅱ

選
択
科
目　

世
界
史
Ａ
、
日
本
史
Ａ
、

　

地
理
Ａ
、
現
代
社
会
、
倫
理
･
政
治

　

経
済
、
物
理
Ⅰ
、
化
学
Ⅰ
、
生
物　

　

Ⅰ
、
地
学
Ⅰ
の
う
ち
1
科
目
選
択

◆
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
21
年

　

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
24
歳
未
満

　

の
者

受
付
期
間　

９
月
８
日
〜
９
月
30
日

試
験
期
日　

第
１
次
試
験
10
月
25
日
、

　

第
２
次
試
験
11
月
22
日
ま
た
は
23
日

試
験
科
目　

国
語
総
合
、
数
学
Ⅰ
、
英

　

語
Ⅰ
･
Ⅱ
、
理
科

選
択
科
目　

物
理
Ⅰ
、
化
学
Ⅰ
、
生
物

　

Ⅰ
の
う
ち
1
科
目
選
択

お
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協

　
２
２
３
）

自
衛
隊
員
の
募
集

◆
一
般
曹
候
補
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
21
年

　

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満

　

の
者

受
付
期
間　

８
月
１
日
〜
９
月
10
日

試
験
期
日　

第
１
次
試
験
９
月
20
日

（
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
）
、
第
２
次

　

試
験
10
月
９
日
〜
16
日
（
男
女
共
通
）

◆
自
衛
隊
航
空
学
生
（
海
上
･
航
空
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
21
年

　

４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満

　

の
者

受
付
期
間　

８
月
１
日
〜
９
月
10
日

試
験
期
日　

第
１
次
試
験
９
月
23
日

（
筆
記
試
験
、
適
性
検
査
）
、
第
２
次

　

試
験
10
月
中
旬
（
航
空
身
体
検
査
、

　

口
述
試
験
、
適
性
検
査
）
、
第
３
次

　

試
験
11
月
中
旬
〜
12
月
上
旬
（
海
上

 

企
画
総
務
課
か
ら

町
臨
時
職
員
を
希
望
す
る
方
の
登
録

制
度
が
あ
り
ま
す

　

町
で
は
、
町
臨
時
職
員
と
し
て
働
く

こ
と
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
事
前

に
希
望
登
録
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
職
員
の
採
用
枠
が
生
じ
た
場
合
、

登
録
者
の
中
か
ら
選
考
す
る
制
度
で
す
。

登
録
に
は
、
ご
本
人
の
履
歴
書
提
出
が

必
要
で
す
。
履
歴
書
の
様
式
は
、
市
販

の
も
の
で
も
可
能
で
す
が
、
企
画
総
務

課
総
務
室
に
様
式
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
に
登
録
を
い
た
だ
い
た

場
合
で
も
、
欠
員
が
な
い
場
合
、
希
望

者
が
多
い
な
ど
、
採
用
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
総
務
室
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線

　　

力
本
部
南
地
区
隊
☎
22
|
０
６
４
８
、

　

総
務
室
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
２

　

２
２
）
、
募
集
相
談
員
の
小
野
利
昌

　

さ
ん
（
西
7
号
北
25
、
☎
82
|
３
７

　

３
７
）

 

住
民
福
祉
課
か
ら

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で
あ
な
た
の

年
金
記
録
確
認
を

　

今
年
10
月
ま
で
に
、
す
べ
て
の
年

金
受
給
者
、
加
入
者
の
方
に
「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
記
録
に
も
れ
が
あ
る
可
能
性
の

高
い
方
は
、
も
れ
て
い
た
年
金
記
録
の

訂
正
に
よ
っ
て
年
金
支
給
額
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
回
答
し
て

い
な
い
方
は
、
お
手
元
の
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
の
内
容
を
確
認
し
、
回
答
し

ま
し
ょ
う
。

　

特
別
便
の
記
録
に
も
れ
や
間
違
い
が

ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
|
０
７

７
|
０
７
７
、
ま
た
は
社
会
福
祉
室
☎

82
|
２
１
１
１
（
内
線
５
０
１
）

本
年
度
児
童
手
当
の
現
況
届
結
果
に

つ
い
て

　

ご
提
出
い
た
だ
い
た
児
童
手
当
の
現

況
届
結
果
に
基
づ
い
て
、
所
得
超
過
で

受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
方
を
対
象
に
、

７
月
中
に
消
滅
通
知
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
継
続
受
給
で
き
る
方
へ
の
通
知
は

省
略
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
解
く

だ
さ
い
。

　

な
お
10
月
期
（
６
〜
９
月
分
）
の
児

童
手
当
は
、
10
月
10
日
（
金
）
に
口
座

振
り
込
み
予
定
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
福
祉
室
☎
82

|
２
１
１
１
（
内
線
５
０
１
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
ワ

ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種

　

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
も
発
生
し
た
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
流
行
は
、
ま
だ
収
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

対
象
年
齢
の
方
は
、
す
み
や
か
に
予
防

接
種
を
し
ま
し
ょ
う
（
※
お
子
さ
ん
の

体
調
の
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
）
。

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
住
所
の
確
認
が

　

で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、
乳
幼

　

児
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

　

第
２
期
、
第
３
期
、
第
４
期
対
象
の

方
に
は
個
別
に
案
内
通
知
を
し
て
い
ま

　

日
現
在
で
東
川
町
に
住
所
の
な
い
方

　

は
、
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
平

　

成
20
年
度
（
平
成
19
年
分
）
の
所
得

　

証
明
書
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

（
同
居
人
等
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る

　

者
が
町
外
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る

　

場
合
も
必
要
で
す
）

提
出
期
限　

８
月
28
日
（
木
）
（
受
け

　

付
け
期
間
中
、
毎
週
木
曜
日
は
午
後

　

８
時
ま
で
窓
口
時
間
を
延
長
）

お
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
室
☎
82
|

　
　

２
１
１
１
（
内
線
５
０
２
）

　
障
害
者
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除

基
準
が
拡
大
し
ま
す

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
10
月
か
ら
「
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
と
し
た
放
送
受
信
料
免
除
基

準
」
を
改
定
し
て
拡
大
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
た
な
「
半
額
免
除
」

「
全
額
免
除
」
の
放
送
受
信
料
免
除
の

事
前
申
請
受
け
付
け
は
、
８
月
か
ら
役

場
住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
室
（
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
い
ま
す
。

　

各
種
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
証
明
を

受
け
た
申
請
書
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放
送

局
に
直
接
提
出
（
郵
送
）
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
「
半
額
免
除
」
の
申
請
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放
送
局
の
窓
口
で
直
接
手

続
き
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
免
除
の
適
用
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
新
た
に
申
請
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
免
除
基

準
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み

特
別
便
」
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま
た
は
旭

川
社
会
保
険
事
務
所
。
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
|
０
５
８
|
５
５
５
、
旭

川
社
会
保
険
事
務
所
☎
27
|
１
６
１
１

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
受
給
者
は
「
現
況
届
・
所
得
状

況
届
」
の
提
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
給
者

の
前
年
の
所
得
、
養
育
状
況
等
を
確
認

す
る
た
め
、
毎
年
「
現
況
届
・
所
得
状

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
か
ら
５
年
を

経
過
さ
れ
た
方
は
、
本
年
度
か
ら
現
況

届
と
併
せ
て
「
一
部
支
給
停
止
適
用
除

外
事
由
届
出
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

７
月
31
日
付
け
で
各
受
給
者
あ
て
に
案

内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
期
日
ま
で
に

提
出
を
お
願
い
ま
す
。

　

期
日
ま
で
に
提
出
が
な
い
場
合
、
８

月
分
か
ら
の
手
当
が
差
し
止
め
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
受

給
資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
資

格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

受
付
場
所　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
室

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

持
ち
物　

住
民
福
祉
課
か
ら
送
付
さ
れ

　

た
書
類
、
印
鑑
、
手
当
証
書
（
※
証

　

書
は
受
給
中
の
方
の
み
）
★
対
象
児

　

童
が
町
外
に
住
ん
で
い
る
場
合
は

「
別
居
監
護
申
立
書
」
「
在
学
（
在
寮
）

　

証
明
書
」
、
別
居
し
て
い
る
児
童
の

　

住
民
票
が
必
要
で
す
★
今
年
1
月
1

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
指
導
室
☎
82

|
２
１
１
１
（
内
線
５
０
３
）

麻しん風しん（ＭＲ）混合ワクチン定期予防接種の実施

接 種 時 期

本 年 度 の
対 象 者

接 種 回 数
料 金

接 種日程

受 付 時 間

接 種 場 所

第１期

生後12カ月から
24カ月に至るま
で

午後1時～同5時

平成2年4月2日～
同3年4月1日の間
に生まれた方

5歳以上7歳未満の者
（就学前の１年間）

13歳となる日の属する
年度の当該年度の末日
までの間にある方
（中学1年生に相当する
　年齢の方）

18歳となる日の属する
年度の当該年度の末日
までの間にある方
（高校3年生に相当する
　年齢の方）

平成14年4月2日～
同15年4月1日まで
に生まれた方

平成7年4月2日～
同8年4月1日まで
に生まれた方

第４期第３期第２期

１回、無料（町が費用を全額負担）

毎週金曜日（平成21年3月末まで、祝日除く）

町立診療所

　
な
い
場
合
で
も
、
必
ず
回
答
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、
送
付
さ

れ
た
月
に
よ
っ
て
該
当
者
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
記
録
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
３
月
ま
で
に
す
で
に
送
付
さ
れ
た
方

　

年
金
記
録
に
も
れ
が
あ
る
可
能
性
が

高
い
年
金
受
給
者
、
加
入
者
で
す
。

▼
４
月
か
ら
５
月
ま
で
に
送
付
さ
れ
た

方　

３
月
ま
で
に
お
送
り
し
て
い
る
方

以
外
の
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
で
す
。

▼
６
月
か
ら
10
月
ま
で
に
送
付
す
る
方

　

３
月
ま
で
に
お
送
り
し
て
い
る
方
以

外
の
す
べ
て
の
現
役
加
入
者
で
す
。

　

国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と
は
、
住
民

室
（
年
金
担
当
）
☎
82
|
２
１
１
１

（
内
線
１
２
３
）

◆
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す
る
ご

質
問
、
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん

写真甲子園２００８ファイナル公開審査（本戦大会最終日）
（午後３時、農村環境改善センター）
フォトフェスタ ２００８・東川賞授賞式（午前10時半、同）
どんとこい祭り第１日（正午、羽衣公園ほか）
打ち上げ花火大会（午後８時半、羽衣公園）
フォトフェスタ２００８・写真インデペンデンス展など（終日、
文化ギャラリーほか）
どんとこい祭り最終日（終日、羽衣公園ほか）
第２回大雪山忠別湖トライアスロンｉｎひがしかわ大会開
会式（午後４時半、農村環境改善センター）
第２回大雪山忠別湖トライアスロンｉｎひがしかわ大会スタ
ート（午前10時、忠別湖畔）
第16回上川中央部交流水泳記録会（午前9時半、Ｂ＆Ｇ
海洋センター）
てっぺんまつり（午前10時、農協裏駐車場）

1日
　

2日
　
　

3日

9日

10日

24日

31日

 あさの

 さかい

おのうえ　 なつき

19 18Higashikawa  2008 August Higashikawa  2008 August
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……………………………………………
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

空の日／旭川空港まつり空の日／旭川空港まつり

▼行事（当日は天候、緊急事態などで事業の一部を変更、中止することがあります）
①管制塔、管技業務、気象業務の見学（10歳以上、抽選）

②JAL飛行機と一緒に写真を撮ろう（受け付け順、各回30人）

③ANA豆タグに乗ろう（5歳から小6までの子供、希望者受け付け順）　

④ADO航空機乗員と記念撮影（抽選、限定10人）
⑤SKY一日ランプハンドリング体験（抽選で1家族）
⑥航空フォト、ポストカード展

⑦滑走路ナイトツアー（受け付け順500人）

1回目：午前  9:00～
2回目：  〃  10:00～
3回目：  〃  11:00～
それぞれ15人（限定45人）
1回目：午後  0:00～同  1:00
2回目：  〃    2:10～〃  3:05
1回目：午前10:00～同11:30
2回目：午後  1:30～〃  3:00
午後  0:15～  同    0:50
  〃    2:00～  〃    2:40
午前10:00～午後  3:00
午後  6:20～  同    8:30

「送迎デッキ」無料開放（9月6～15日）
駐車場無料（まつり当日）平成20年9月7日（日）

空の日／旭川空港まつり空の日／旭川空港まつり

お申し込み 国土交通省旭川空港出張所

お問い合わせ
国土交通省旭川空港出張所☎83－2541／旭川市旭川空港管理事務所☎83－2200／旭川空港ビル株式会社☎83－3939

①④⑤は、事前申し込みが必要です。往復はがきにイベント名、住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入の上、
お申し込みください（8月25日必着、1応募1人、応募多数の場合は抽選）。

▼その他
空港消防車などの展示、ラジコン機の展示、小型航空機の展示、ゲーム「ホールインワンで紙飛行機
と遊ぼう」、音楽ライブステージ、こども縁日、お楽しみ抽選会など

〒071-1562　上川郡東神楽町東2線15－96
 TEL 0166-83-2541

　

ド
ラ
ム
缶
や
簡
易
焼
却
炉
を
用
い
た

焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
律
上
、

認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
農
業
や
林
業

を
営
む
た
め
必
要
な
稲
わ
ら
、
あ
ぜ
脇

の
雑
草
な
ど
の
焼
却
だ
け
で
す
。
家
庭

か
ら
出
た
ご
み
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

一
緒
に
焼
却
す
る
こ
と
は
違
法
で
す
。

　

違
法
な
野
焼
き
を
し
た
場
合
、
５
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円
以
下
の

罰
金
を
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

回
り
に
住
む
人
や
自
分
自
身
の
生
活

環
境
、
健
康
を
守
る
た
め
、
ご
み
の
野

焼
き
は
絶
対
止
め
ま
し
ょ
う
。
地
球
規

模
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化

ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）
を
排
出
し
な
い

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
づ
く
り
推
進

室
☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

今
年
は
報
道
各
社
が
写
真
甲
子
園
に
注
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

写
真
の
町
課

　

今
年
の
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

・
第
15
回
写
真
甲
子
園
は
、
例
年
に
も

増
し
て
マ
ス
コ
ミ
各
社
の
テ
レ
ビ
取
材

な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
新
た
に
取
材
に
訪
れ
た
の
は
、

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
と
映
画
製

作
関
係
者
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
は
、総
合
テ
レ
ビ「
ド
キ
ュ

メ
ン
ト『
に
っ
ぽ
ん
の
現
場
』」（
８
月
30
日

放
送
予
定
）で
放
送
予
定
で
す
。

　

北
海
道
文
化
放
送
（
ｕ
ｈ
ｂ
）
は
、

昨
年
に
続
い
て
女
性
タ
レ
ン
ト
を
レ
ポ

ー
タ
ー
に
、
90
分
番
組
の
制
作
、
放
送

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会

　

金
融
機
関
な
ど
か
ら
の
貸
し
付
け
を

利
用
で
き
な
い
方
々
、
障
害
者
世
帯
、

高
齢
者
世
帯
の
経
済
的
自
立
と
生
活
の

安
定
を
図
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
開
業
や
拡
張
の
た
め
の「
更
生

資
金
生
業
費
」、就
業
に
必
要
な
技
能
習

得
の
た
め
の「
更
生
資
金
技
能
習
得
費
」、

住
宅
改
築
、出
産
、葬
儀
、転
居
な
ど
の
た

め
の「
福
祉
資
金
」
、障
害
者
の
介
護
、通

院
、社
会
参
加
の
た
め
の
自
動
車
購
入
な

ど
の
た
め
の「
福
祉
資
金
障
害
者
自
動
車

購
入
資
金
」、就
学
の
た
め
の「
修
学
資
金

修
学
費
・
就
学
支
度
費
」
、緊
急
、入
院
、

治
療
の
た
め
の「
療
養
･
介
護
等
資
金
」、

一
時
的
に
生
計
維
持
に
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
る「
緊
急
小
口
資
金
」な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

貸
付
利
子
は
年
３
％
。
原
則
と
し
て

連
帯
保
証
人
が
必
要
で
す
。
修
学
資
金
、

療
養
･
介
護
等
資
金
は
、
無
利
子
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
☎
82
|
７
５
０
５

ご
み
の
焼
却
は
禁
止
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

地
域
活
性
課

　

ご
み
焼
却
に
伴
っ
て
発
生
す
る
黒
煙

や
悪
臭
、
焼
却
灰
飛
散
な
ど
の
苦
情
が

絶
え
ま
せ
ん
。
「
深
夜
、
早
朝
に
焼
却

を
し
て
い
る
」
な
ど
苦
情
が
続
い
て
い

ま
す
。

を
予
定
し
て
い
ま
す
（
地
上
波
ｕ
ｈ
ｂ

テ
レ
ビ
＋
衛
生
放
送
B
S
フ
ジ
、
９
月

末
ま
た
は
10
月
上
旬
ご
ろ
放
送
予
定
）
。

　

こ
の
ほ
か
、
カ
メ
ラ
雑
誌
は
、
月
間

カ
メ
ラ
マ
ン
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
、
日
本
カ
メ

ラ
、
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の

各
社
が
取
材
に
来
町
し
ま
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
写
真
の
町
推
進
室
、

☎
82
|
２
１
１
１
（
内
線
５
９
１
）

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い

ず
れ
も
セ
ン
タ
ー
へ
☎
82
|
５
１
０
０

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」
の
開
催

 

零
歳
児
対
象
に
し
た
親
子
遊
び
の
教

室
で
す
。
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん

も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。
親
子
で
楽

し
く
遊
び
な
が
ら
お
友
だ
ち
を
つ
く
り

ま
せ
ん
か
？

日
時　

８
月
８
日（
金
）午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

零
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
、

　

布
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
。
「
お
は
な
し

　

の
会
ピ
ッ
ピ
」
と
の
交
流
会
も
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

参
加
対
象　

10
組
程
度（
事
前
予
約
が
必
要
）

「
親
子
音
楽
あ
そ
び
」

   

親
子
で
楽
し
く
参
加
で
き
る
講
座
で

す
。
一
緒
に
歌
っ
て
踊
っ
て
、
楽
器
を

ち
の
方
で
、
有
効
期
間
が
９
月
30
日
で

満
了
と
な
る
方
の
更
新
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

期
間
満
了
日
ま
で
に
更
新
手
続
き
を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
10
月
1
日
以

降
に
申
請
の
場
合
は
、
新
規
申
請
扱
い

と
な
り
、
審
査
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対
策

医
療
受
給
者
証
」
「
橋
本
病
重
症
患
者

対
策
医
療
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方

も
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。

　

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対
策

・
橋
本
病
重
症
患
者
対
策
経
過
措
置
医

療
受
給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
新

規
申
請
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
医
師
の
記
載
が
必
要
な
「
有
効

期
間
更
新
申
請
書
」
「
臨
床
調
査
個
人

票
」
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
紛
失
さ
れ

た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
上
川
保
健
所
健

康
推
進
課
保
険
予
防
☎
46
|
５
９
８
９

旭
川
地
方
法
務
局
旭
川
東
出
張
所
を

統
合
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

旭
川
地
方
法
務
局

　

旭
川
地
方
法
務
局
（
旭
川
市
花
咲
町

４
丁
目
）
は
、
10
月
14
日
付
け
で
同
局

旭
川
東
出
張
所
（
旭
川
市
７
条
通
17
丁

目
）
を
本
局
の
旭
川
地
方
法
務
局
に
統

合
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
地
方
法
務
局

総
務
課
☎
53
|
２
３
１
１

使
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

午
前
11
時
30
分

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内
子
育
て
支
援

　

セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ル
ー
ム

対
象　

家
庭
に
い
る
親
子

内
容　

親
子
音
楽
あ
そ
び    

講
師　

元
カ
ワ
イ
音
楽
教
室
講
師
、
大

　

泉
千
晶
さ
ん

参
加
対
象　

15
組
程
度（
予
約
制
、８
月

　

１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
先
着
順
）

「
子
育
て
講
演
会
」
の
開
催

   

白
老
町
在
住
の
元
小
学
校
教
員
、
野

口
良
行
さ
ん
を
講
師
に
、
経
験
談
を
交

え
て
子
ど
も
が
心
豊
か
に
育
つ
た
め
、

親
子
は
ど
う
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
な

の
か
を
お
話
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時　

８
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時
半

　

〜
午
後
３
時

対
象　

ど
な
た
で
も

場
所　

役
場
大
会
議
室
（
３
階
）　

内
容　

講
演
「
子
ど
も
は
愛
と
自
由
に

　

よ
っ
て
花
ひ
ら
く
」〜
子
ど
も
は
育
つ
〜

そ
の
他　

託
児
希
望
者
に
は
託
児
室
を

　

用
意
し
ま
す
（
託
児
室
は
保
健
セ
ン

　

タ
ー
）
。
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ

　

く
だ
さ
い
。

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
の
方
は
有
効

期
間
の
更
新
時
期
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
川
保
健
所

　

特
定
疾
患
医
療
の
受
給
者
証
を
お
持

農
業
委
員
会
の
当
選
委
員
に
当
選
証
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任
期
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

了
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
川
町
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
定
員
12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
、
選
挙

定
数
８
人
）
は
７
月
６
日
行
わ
れ
、
無

投
票
で
８
人
の
新
委
員
が
当
選
。
10
日
、

当
選
し
た
新
委
員
に
当
選
証
書
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
選
証
書
の
付
与
は
役
場
大
会
議
室

で
行
わ
れ
、
水
野
忠
昭
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
長
か
ら
１
人
ず
つ
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
委
員
の
任
期
は
、
７
月
20
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

　

当
選
し
た
委
員
の
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
（
敬
称
略
、
届
け
出
順
）
。

　

宮
崎
正
志
、
窪
田
敏
博
、
村
中
秋
夫
、

津
谷
俊
弘
、
小
林
喜
一
、
溝
口
復
二
、

牧
隆
史
、
藤
井
春
雄

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
大
臣
メ

ッ
セ
ー
ジ
届
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
社
会
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
間
に
呼
応
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
「
更
生
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
の
日
」
の
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
１
日
、
鳩
山

邦
夫
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き

ま
し
た
。

　

旭
川
地
区
保
護
司
会
東
川
支
部
の
石

上
郁
支
部
長
ら
が
役
場
を
訪
れ
、
松
岡

市
郎
町
長
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま

し
た
。

　

「
犯
罪
や
非
行
が
な
い
明
る
い
社
会

造
り
の
継
続
を
」
と
町
ぐ
る
み
の
活
発

な
運
動
と
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

㈱
ア
サ
ヒ
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

感
謝
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
10
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
は
㈱
ア
サ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
コ
ン
サ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ン
ト
（
旭
川
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
庭
慶
一
社
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
感
謝
状
を
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
ま
し
た
。

　

同
社
は
町
民
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

建
設
整
備
の
設
計
を
担
当
し
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
同
社
員
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
を

見
回
り
点
検
中
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
に
ひ
び
割
れ
が
発

生
し
て
い
る
の
を
発
見
し
て
無
償
で
補

修
し
工
事
を
行
い
、
6
月
に
補
修
完
成

し
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

た
桜
庭
社
長
は
「
当
社
は
設
計
業
務
の

ほ
か
に
補
修
工
事
も
業
務
と
し
て
い
る

の
で
、
社
員
の
勉
強
の
た
め
に
も
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
補
修
カ
所
が
残
っ
て
い

る
の
で
、
来
年
も
補
修
を
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

証書を受ける宮崎さん

21 20Higashikawa  2008 August Higashikawa  2008 August
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

か
わ
事
業
推
進
課
☎
82
|
５
０
２
１

「
お
か
め
食
堂
」
が
「
食
づ
く
り
名

人
」
の
伝
承
名
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
区
の
飲
食
店

　
　
　
　
　
　
　
　

「
お
か
め
食
堂
」

　
　
　
　
　
　
　
　

（
久
末
晃
平
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
）
の
共
同
経

　
　
　
　
　
　
　
　

営
者
で
妻
の
美
穂

　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ん
（
60
）
が
会

　
　
　
　
　
　
　
　

長
を
し
て
い
る

「
イ
モ
カ
ス
団
子
愛
好
会
」
が
こ
の
ほ

ど
、
道
の
「
北
海
道
ら
し
い
食
づ
く
り

名
人
（
食
文
化
部
門
）
」
の
「
伝
承
名

人
」
の
登
録
を
受
け
、
6
月
26
日
役
場

で
登
録
証
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

認
定
証
伝
達
を
し
た
松
岡
市
郎
町
長

は
「
地
場
に
あ
る
食
材
で
、
都
会
で
は

食
べ
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
を
提
供

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
必
要
な
こ
と
」

と
活
動
ぶ
り
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

「
イ
モ
カ
ス
団
子
料
理
を
残
し
た
い
」

と
す
で
に
3
年
前
か
ら
味
伝
承
の
た
め

の
料
理
教
室
を
開
い
た
り
、
飲
食
店
開

業
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
久
末
さ
ん
は
「
観
光
客
の

人
は
珍
し
い
、
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

本
道
開
拓
と
共
に
作
り
継
が
れ
て
き
た

イ
モ
カ
ス
料
理
を
今
後
に
伝
承
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

久
末
さ
ん
は
、
7
月
19
日
か
ら
３
日

間
、
経
営
し
て
い
る
同
食
堂
を
会
場
に

し
て
「
旭
川
市
飲
食
店
開
業
ボ
ラ
ン
テ

人
峡
温
泉
方
面
に
お
出
か
け
の
時
は
、

対
岸
側
道
路
の
道
道
天
人
峡
美
瑛
線
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト
時
間　

午
前
８
時
（
ジ
ュ
ニ

　

ア
の
部
）
、
同
10
時
（
一
般
の
部
）

場
所　

忠
別
湖
（
忠
別
川
右
岸
）

観
戦
場
所　

忠
別
湖
畔
親
水
広
場
（
ス

　

タ
ー
ト
、
ス
イ
ム
、
バ
イ
ク
）
、
忠

　

別
湖
畔
散
策
広
場
（
駐
車
場
、
ラ
ン
、

　

ゴ
ー
ル
地
点
）

「
て
っ
ぺ
ん
ま
つ
り
」
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
募
集

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
は
、
創
立
6
0
周

年
記
念
「
て
っ
ぺ
ん
ま
つ
り
フ
ォ
ト
・

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
応
募
は
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。
賞

品
は
ゴ
ー
ル
ド
て
っ
ぺ
ん
賞
に
３
万
円

分
の
商
品
券
（
一
般
部
門
）
、
１
万
円

分
の
図
書
券
（
子
供
部
門
）
な
ど
、
総

額
10
万
円
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　

「
農
」
を
撮
る
！

部
門　

一
般
、
子
供
（
中
学
生
ま
で
）

　

の
２
部
門
（
Ｌ
サ
イ
ズ
か
ら
４
つ
切

　

り
サ
イ
ズ
ま
で
の
未
発
表
作
品
）

締
め
切
り　

８
月
20
日
（
水
）

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
（
作
品
は
ご
返
却

　

で
き
ま
せ
ん
）

審
査
発
表　

８
月
31
日
（
日
）
の
て
っ

　

ぺ
ん
ま
つ
り
会
場
（
当
日
、
会
場
で

　

賞
品
を
引
き
渡
し
ま
す
）

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し

写
真
の
町
事
業
に
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
８
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
本
建
設
㈱　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
、
花
本
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
社
長
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
の
町
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
多
額
の
寄
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

花
本
社
長
が
役
場
を
訪
れ
、
松
岡
市

郎
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
平
成
16
年

か
ら
毎
年
こ
の
時
期
に
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
町
で
は
写
真
の
町
文
化

基
金
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
は
、
今
年
も
写
真
甲
子
園

期
間
中
、
社
員
２
人
を
大
会
運
営
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
派
遣
し
、
大
会
運
営
用
の

車
両
（
１
台
）
も
無
償
で
貸
し
出
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
大
雪
山
忠
別
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン 

ｉ
ｎ 

ひ
が
し
か
わ
」
を
開
催
し
ま

す
　

８
月
10
日
（
日
）
、
「
大
雪
山
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン　

ｉ
ｎ　

ひ
が
し
か
わ
」

の
第
２
回
大
会
を
開
き
ま
す
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
観
戦
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

大
会
当
日
は
、
町
道
忠
別
ダ
ム
天
人

峡
旭
岳
線
の
一
部
が
通
行
止
め
に
な
り

ま
す
（
午
前
５
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

許
可
車
両
を
除
く
一
般
車
両
）
。
ご
観

戦
、
大
雪
旭
岳
源
水
、
旭
岳
温
泉
、
天

さ
い
。

日
時　

８
月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

環
境
福
祉
専
門
学
校
食
育
実
習

　

室
（
１
階
）

受
講
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

澤
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　

　

「
は
ぴ
ね
す
」
（
代
表
・
斉
藤
さ
ん
）

　

☎
82
|
４
５
２
０

東
川
９
条
の
会
２
周
年
記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
川
９
条
の
会

　

会
の
結
成
２
周
年
を
記
念
し
て
、
網

走
市
在
住
の
作
家
、
菊
地
慶
一
氏
を
講

師
に
迎
え
て
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修

　

室
内
容　

講
演
「
沖
縄
で
骨
を
掘
る
―
沖

　

縄
戦
の
歴
史
か
ら
憲
法
を
考
え
る
」

参
加
費　

５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ　

近
藤
さ
ん
☎
82
|
７

　

０
５
０
、
川
村
さ
ん
☎
82
|
５
０
５
２

軽
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
新
会
員
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ク
ル
「
フ
レ
ン
ズ
」

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

卓
球
、
テ
ニ
ポ
ン
２
種
目
の
軽
ス
ポ
ー

ツ
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
か
ら
活
動
日
が
毎
週
３
回
に
拡
大

し
、
利
用
し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

　

18
歳
以
上
の
町
民
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

ィ
ア
会
」
主
催
の
「
飲
食
店
開
業
を
語

る
会
」
も
開
く
な
ど
、
イ
モ
カ
ス
料
理

の
伝
承
と
飲
食
店
開
業
を
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
し
て
い
ま
す
。

映
画
「
恋
す
る
ト
マ
ト
」
上
映
会

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
俳
優

の
大
地
康
雄
氏
が
主
演
、
企
画
、
脚
本
、

製
作
総
指
揮
を
し
て
い
る
映
画
「
恋
す

る
ト
マ
ト
」
（
２
０
０
５
年
日
本
作
品
、

南
部
英
夫
監
督
）
の
上
映
会
を
行
い
ま

す
。

　

同
映
画
上
映
委
員
会
（
樽
井
功
会
長
）

の
主
催
。
当
日
は
主
演
の
大
地
康
雄
氏
、

本
道
出
身
の
作
家
で
原
作
者
、
小
檜
山

博
氏
の
２
人
が
来
町
し
、
会
場
で
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

「
大
切
な
も
の
は
土
と
水
と
太
陽
。

そ
し
て
、
あ
な
た
」
―
。
日
本
人
の
中

年
男
性
、
野
田
正
男
（
大
地
康
雄
）
と
、

偶
然
知
り
合
っ
た
若
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
女

性
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
（
ア
リ
ス
・
デ
ィ

ク
ソ
ン
）
を
取
り
巻
く
物
語
。

　

茨
城
県
霞
ヶ
浦
周
辺
の
田
園
地
帯
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ラ
グ
ー
ナ
村
を
つ
な
い

で
、
偶
然
に
知
り
合
っ
た
2
人
が
つ
む

ぐ
恋
の
行
方
と
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
不
可
能
と

い
わ
れ
た
ト
マ
ト
の
露
地
栽
培
に
挑
戦

す
る
野
田
ら
の
姿
を
描
き
ま
す
。
共
演

に
富
田
靖
子
、
村
田
雄
浩
、
ル
ビ
ー
・

モ
レ
ノ
、
藤
岡
弘
ら
。

日
時　

８
月
22
日
（
金
）
午
後
６
時
か

　

ら
上
映
開
始
、
同
８
時
10
分
か
ら
ト

「青春キャッチ5・7・5」（平成19年度入選作品）

「大丈夫？」　そのひと声が　友救うキャッチ賞

（中学生の部　宮崎　遥奈）

　

 

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

6
月
16
日
か
ら
7
月
15
日
ま

　

で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

　

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次

　

の
と
お
り
で
す
。

　

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》　
　

　

29
区　
　
　
　

熊
谷　

輝
夫
様

　

26
区　
　
　
　

山
崎
天
知
雄
様

　

29
区　
　
　
　

金
巻　

敏　

様

　

28
区　
　
　
　

由
川
英
津
子
様

　

25
区　
　
　
　

谷
地　

覚
三
様

　

21
区　
　
　
　

江
添　

好
松
様

　

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内

　
　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て

　

い
る
こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設

　

け
て
毎
月
一
回
第
3
木
曜
日
午

　

後
１
時
半
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

社
協
相
談
室
で
相
談
に
応
じ
て

　

い
ま
す
。

　
　

今
月
の
相
談
日
と
相
談
員
は

　

次
の
と
お
り
で
す
。

　

８
月
21
日　

水
野　

忠
昭

文化ギャラリー展示案内
●8月2日（土）～9月2日（火）
・第24回東川賞受賞作家作品展
・海外作家賞　クラウス・ミッテル  
　ドルフ展
・国内作家賞　楢橋朝子展
・新人作家賞　澤田知子展
・特別賞　小畑雄嗣展
・写真インディペンデンス展
・こども写真塾作品展
（＊8月2日(土)のみ11：30～21：00
　　まで開館）
（＊8月2、3日は、フォトフェスタ期
　　間中につき入館無料です）

各種大会成績
【軟式野球】
◆旭川少年野球連盟南支部大会（12、
13日・町民グラウンド）
▼決勝
東聖　８－３　東川大雪Ａ
◆スタルヒン杯全道スポーツ少年団大
会旭川地区予選兼市長旗大会（５，６日
・旭西橋グラウンド）
▼３回戦
末広北　９－２　東川大雪

【剣道】
◆第42回青少年旭川大会（13日・旭川
大雪アリーナ）
▼小学生低学年　③東川練成会Ａ

【綱引き】
◆北海道フェスティバルイン旭川21兼
北海道小中学生選手権大会（６日・旭
川大雪アリーナ）
優勝　東川綱引倶楽部

【バレーボール】
◆第６回北海道スポーツ少年団交流大
会上川管内予選大会（15日・旭川市総
合体育館）
▼準決勝
富良野扇山 ２－０ ひがしかわ

【サッカー】
第6回Ｕ－15北海道・旭川地区リーグ兼
イレブン杯春季リーグ（５月31、6月１、７、
８、14、15・旭川啓北中ほか）
▼デビジョン２
東川 ２－１　東神楽
東川 ４－０　留萌港南
忠和 ４－０　東川
東川 ７－０　富良野東

　

ー
ク
シ
ョ
ー

前
売
り
券　

大
人
千
円
、
学
生
５
０
０

　

円
（
小
・
中
・
高
生
）
（
当
日
大
人

　

千
５
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円
）
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
は
、
フ
レ
ン

　

ド
シ
ョ
ッ
プ
な
が
さ
わ
、
道
の
駅
・

　

ひ
が
し
か
わ
道
草
館
、
山
地
商
店
、

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
（
北
海
道
録

　

画
セ
ン
タ
ー
）
☎
25
|
２
７
０
０

「
和
紙
で
う
ち
わ
作
り
教
室
」
を
開

催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

 

北
海
道
環
境
福
祉
専
門
学
校

　

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
う
ち
わ
」
を

楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
―
。
和
紙
の
う

ち
わ
作
り
教
室
を
開
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

同
専
門
学
校
生
、
和
紙
工
芸
班
の
地

域
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
開
き
ま
す
。

和
紙
工
芸
班
は
本
年
度
、
和
紙
は
が
き

の
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
が
製

作
し
た
は
が
き
作
品
は
、
道
の
駅
・
ひ

が
し
か
わ
道
草
舘
で
皆
さ
ま
に
無
料
で

お
分
け
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
が
製
作
し
た
手
作
り
和
紙
の
台

紙
に
、
参
加
者
の
方
に
思
い
思
い
に
手

書
き
の
イ
ラ
ス
ト
を
書
い
て
仕
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
自
分
が
作
っ
た
う

ち
わ
を
、
お
孫
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
み
て
は
い
か
が
？

　

参
加
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
送
迎
バ
ス
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
利
用
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

も
入
会
歓
迎
。
お
問
い
合
わ
せ
は
会
長

の
桑
原
さ
ん
☎
82
|
３
２
５
７

空
手
の
東
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
形

と
個
人
技
で
好
成
績

　

6
月
22
日
、
旭
川
市
大
成
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
32
回
旭
川
地

区
春
季
選
手
権
兼
第
39
回
道
選
手
権
大

会
予
選
兼
第
63
回
国
体
旭
川
地
区
予
選

で
、
東
川
町
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
剛
柔
流
東
川
教
室
）
の
４
人
が
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

「
形
」
で
は
、
女
子
の
部
で
中
島
沙

貴
さ
ん
（
東
川
小
５
年
、
小
学
生
高
学

年
の
部
）
が
み
ご
と
優
勝
。
男
子
は
、

菊
地
成
龍
君
（
同
４
年
、
同
中
学
年
の

部
）
と
小
池
孝
幸
君
（
東
川
中
、
中
学

の
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
組
み
手
」
で
は
、
小
池
君
が

準
優
勝
（
中
学
の
部
）
、
宮
坂
舞
花
さ

ん
（
東
川
小
４
年
、
小
学
中
学
年
の
部
）

が
３
位
入
賞
の
快
挙
で
し
た
。

「形」優勝の中嶋さん、「組み手」３位の宮坂さん、
「形」準優勝の菊地君（手前右から）、「形」「組み
手」２種目で準優勝した小池君（後方）
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・3LDK（70.1㎡)
・1戸（2階端）
・22,400円～
　63,900円

・平成4年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

北団地A3 北町3丁目11番

・2LDK（58.7㎡)
・1戸（1階端）
・20,200円～
　58,800円

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

南団地B2 南町1丁目7番

公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．平成19年1月から12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成19年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．その他必要と認める書類
６．印鑑
※下線のついている書類は、税務課収納室に用意してあります。
※３・４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

8月1日（火）～22日（金）
税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）
7戸

●公営住宅

②

・2LDK（76.4㎡)
・1戸（2階端）
・24,100円～
　58,900円

・平成3年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

北団地A2 北町3丁目10番①

③

入
居
資
格

入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に該当する場合には、
入居することはできません。
公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。
9月上旬
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人
税務課収納室　☎82-2111（内線122）

そ の 他

選 考 方 法

入居予定日
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

（1）同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
※ただし、③南団地B2については、次のいずれかの要件に該当する方は、単身での入居が可能
①昭和31年4月1日以前に生まれた方
②身体障がい等級1級から4級までの方
③精神障がい等級1級から3級までの方、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方
④被生活保護者、DV被害者、ハンセン病療養者など
※ただし、身体・精神上著しい障がいがあるため、居宅での生活が困難な場合は除かれます。

（2）世帯の収入金額が月額20万円以下
※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8000円まで基準額が引き上がります。
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが昭和31年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
③身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
④精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・3LDK（80.9㎡)
・2戸（2階中央・2階端）
・55,000円～
　72,600円

・平成9年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・物置付き、駐車場1台

南団地B1 南町1丁目7番

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

●家族向け特定公共賃貸住宅

④
⑤

入
居
資
格

（１）同居または同居しようとする親族がいる方
（２）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方

※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

●単身者用特定公共賃貸住宅

・1LDK（38.1㎡)
・1戸（2階中央）
・30,800円～
　40,700円

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

※家賃のほかに温水器、暖房機、
調理器のリース料（月額3,360円）
が別途必要です。

※家賃のほかに温水器、暖房機、調理器のリース
　料（月額6,000円程度）が別途必要です。

西町団地
アヴニールⅡ

西町1丁目9番⑦

・1LDK（37.2㎡)
・1戸（2階端）
・30,400円～
　40,200円

・平成6年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場1台

西町団地
アヴニールⅠ

西町1丁目9番⑥

入
居
資
格

（1）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方
（2）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください。

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方

場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・4LDK（89.70㎡)
・3戸予定
・51.300円～
　67,800円

・平成20年
・木造平屋建て（一戸建て）
・浴室（ユニットバス付き）
・オール電化住宅
・物置付き、駐車場スペース有り

西町5丁目6番

新築！子育て世帯向け用住宅入居者募集新築！子育て世帯向け用住宅入居者募集新築！子育て世帯向け用住宅入居者募集新築！子育て世帯向け用住宅入居者募集

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．平成19年1月から同年12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．納税証明書（平成19年1月1日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．入居しようとする世帯の住民票
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、税務課収納室に用意してあります。
※3・4の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

受付期間

受付場所

募集戸数

お申し込みに
必要なもの

8月1日（金）～22日（金）
税務課収納室（役場庁舎1階4番窓口）
3戸

●子育て世帯向け用住宅の概要

●募集内容

申
し
込
み
資
格

公開抽選会

入 居 決 定

入居開始日

敷 金

連帯保証人

8月下旬（予定）
9月上旬（予定）　入居期限を設定し、入居予定者に入居決定を通知します
10月1日（予定）  検査等で多少入居開始日が変更になる場合があります
家賃の3カ月分
入居者と同程度以上の所得金額のある方2人

次の要件のすべてに該当する方が対象となります。
（1）同居または同居しようとする親族がいること
（2）入居しようとする世帯の人数が4人以上いること
（3）小学校就学前の子どもがいること
（4）入居しようとする世帯の合計所得が15万8千円以上48万7千円以内であること
（5）税の滞納をしていないこと
（6）申し込み者及び同居者が暴力団員（「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第2条第6号に規定する者）でないこと

入
居
資
格

子育て世帯の支援を目的としているため、下記の通り入居期限を設けています。
18歳未満の方（2人以上いる場合は、年齢が最も低い方）が18歳に達することとなる日の属する年度の末日（3/31）まで。
※ただし、入居期限の到来前でも、18歳未満の方が同居しなくなった場合は、入居期限が短縮されます。
※入居後、出産等により同居する子どもが増えた場合には、申し出により入居期限の延長をすることが出来ます。

選
考
・
そ
の
他

　子育てに適した間取りの住宅を提供し、子どもが健やかに成長できる環境をつくることを目的として子
育て世帯向け用住宅を整備します。入居者募集は8月22日まで、入居開始は10月1日の予定です。

申し込み受け付け開始！

選考方法
募集戸数に対し申し込みが多い場合は公開抽選を行い、入居者を決定します。公開抽選会には、入居者または同居を予定されている
方、または代理人に出席していただきます（申し込みが募集戸数に満たない場合、その時点で入居予定者となります）。 
景観協定
子育て世帯向け住宅は住宅景観に配慮した戸建て住宅となっております。入居される方には、景観協定に基づいて維持管理を行って
いただきます。
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子育てチャンネル子育てチャンネル

〝
子
ど
も
時
間
〞
い
っ
ぱ
い
の
夏
休
み
を
あ
げ
よ
う

〝
子
ど
も
時
間
〞
い
っ
ぱ
い
の
夏
休
み
を
あ
げ
よ
う

子育てチャンネル

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
夏
休
み
が
目
の
前
で
す
。
私

た
ち
が
行
っ
て
い
る
放
課
後
の
ク

ラ
ブ
に
小
学
生
が
や
っ
て
く
る
！

　

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

こ
の
夏
に
2
つ
の
キ
ャ

ン
プ
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
１
つ
は
小
1
か
ら

小
6
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
約
60
人
が
参
加
す
る

小
平
町
３
泊
4
日
。
２

つ
目
は
小
３
以
上
約
35

人
が
参
加
す
る
礼
文
島

10
泊
11
日
で
す
。
１
つ

目
と
2
つ
目
は
続
け
て

行
う
の
で
、
全
日
程
に

参
加
す
る
子
は
13
泊
14

日
と
な
り
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
長

期
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の

か
、
と
い
い
ま
す
と
「
子
ど
も
に

ま
か
せ
た
時
間
を
与
え
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
願
い
が
あ
る
か
ら
で

す
。

　

現
代
は
子
ど
も
と
い
え
ど
も
何

か
と
忙
し
い
よ
う
で
、
「
オ
レ
、

　
き
ょ
う
５
時
に
プ
ー
ル
な
ん
だ
よ

ネ
〜
」
と
か
「
塾
が
あ
る
の
さ
〜
」

と
か
、
放
課
後
に
、
な
に
や
ら
や

る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
で
す
。

　

例
え
ば
「
最
近
の
子
は
外
で
遊

ば
な
く
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
久

し
い
わ
け
で
す
が
、
子
ど
も
の
遊

び
と
い
う
の
は
、
時
間
も
忘
れ
、

あ
そ
び
に
深
入
り
す
る
わ
け
で
、

何
時
に
○
○
が
あ
る
、
な
ど
と
い

　
う
こ
と
が
前
提
に
あ
る
と
、
本
当

の
意
味
で
〝
あ
そ
び
〞
に
ハ
マ
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
少
年
時
代
、
「
暗
く

な
る
前
に
帰
っ
て
お
い
で
ー
」
と

言
わ
れ
つ
つ
、
気
が
つ
い
た
ら
も

う
真
っ
暗
―
。
そ
ん
な
体
験
が
だ

れ
に
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

細
切
れ
の
時
間
し
か
な
い
の
で

〝
と
り
あ
え
ず
時
間
を
つ
ぶ
す
〞

　
よ
う
に
〝
と
り
あ
え
ず
遊
ぶ
〞
。

だ
か
ら
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と

遊
ん
で
も
ら
え
る
ゲ
ー
ム
機
…
と

な
る
わ
け
で
す
。
「
子
ど
も
時
間

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
夏
休
み
」

と
い
う
の
も
い
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

児
童
ク
ラ
ブ
「
ホ
ロ
ホ
ロ
」
主
宰

　
　
　
　
　

谷
地
本　

雄
一
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子育てチャンネル子育てチャンネル
保健だより
for Healthy Life

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
個
別
化
、
多
様

化
す
る
な
か
、
食
事
の
偏
り
、
運
動
不

足
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
や
そ
の
予

備
軍
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
健

康
状
態
に
見
合
っ
た
食
育
を
実
践
し
て

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活

の
質
）
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

成
人
女
性

　

若
い
女
性
に
多
い
と
い
わ
れ
る
の
が

鉄
欠
乏
性
貧
血
。
「
や
せ
気
味
で
骨
密

度
が
低
い
」
「
喫
煙
率
が
高
い
」
と
い

う
特
徴
を
指
摘
す
る
調
査
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　

１
人
暮
ら
し
と
い
う
気
軽
さ
か
ら
不

定
期
な
食
生
活
、
そ
し
て
喫
煙
。
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
の
た
め
」
と
い
う
理
由
で
食

　
事
を
摂
ら
な
い
な
ど
、
食
事
や
喫
煙
を

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
部
と
と
ら
え
る
傾

向
が
原
因
の
よ
う
で
す
。

　

健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
に
は
、

妊
娠
、
授
乳
期
を
通
し
て
お
母
さ
ん
の

健
康
は
非
常
に
大
事
で
す
。
不
自
然
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
不
摂
生
、
不
安
定
な
食

習
慣
が
招
く
体
の
不
健
康
は
、
託
す
べ

き
新
た
な
命
に
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

更
年
期
は
、
お
腹
の
回
り
に
脂
肪
が

つ
き
や
す
く
、
気
を
許
す
と
す
ぐ
に
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
（
内
臓
脂
肪
肥
満
）
症
候

群
に
な
り
が
ち
。
適
正
体
重
を
目
安
に

体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
激
減
す
る

と
脂
質
異
常
症
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど
、

生
活
習
慣
病
が
発
症
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス

　
の
と
れ
た
食
事
と
運
動
の
習
慣
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

▼
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

　

自
分
の
適
量
を
知
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
、
１
日
３
食
を
規
則
正
し
く
摂
る

習
慣
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

○
朝
食
抜
き
は
逆
効
果
。
主
食
の
米

飯
、
パ
ン
、
主
菜
に
卵
、
納
豆
、
副
菜

に
生
野
菜
、
具
だ
く
さ
ん
の
味
噌
汁
、

そ
の
他
牛
乳
や
果
物
な
ど
、
す
ぐ
に
食

べ
ら
れ
る
も
の
を
上
手
に
組
み
合
わ
せ

て
食
べ
る
。

　

○
主
婦
は
自
分
の
食
事
（
特
に
昼
食
）

を
手
抜
き
し
が
ち
。
自
分
の
た
め
の
食

事
も
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
ゆ
と
り
を
。

　

○
間
食
で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
の

は
〝
ゲ
キ
太
り
〞
の
元
。

 

成
人
男
性

　

20
〜
30
代
は
、
仕
事
や
付
き
合
い
が

忙
し
い
上
、
単
身
者
は
生
活
リ
ズ
ム
や

食
生
活
が
不
規
則
に
な
り
が
ち
。
朝
食

抜
き
、
外
食
、
飲
酒
、
夜
食
に
伴
う
摂

取
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰
、
運
動
不
足
な

ど
、
不
摂
生
な
食
習
慣
で
肥
満
が
目
立

ち
始
め
ま
す
。

　

働
き
盛
り
の
40
〜
50
代
は
、
家
庭
や

仕
事
の
双
方
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
や

す
い
年
代
で
す
。
健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
や
高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質

異
常
な
ど
を
指
摘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
を
過
信
せ
ず
、
体
重
、

血
圧
な
ど
を
把
握
し
て
定
期
的
に
健
康

診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
運
動
、

休
養
、
節
酒
、
禁
煙
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

▼
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

　

普
段
か
ら
意
識
し
て
、
適
正
体
重
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
動
物
性
食
品
中
心
の
脂
質
や
食
塩

の
多
い
食
事
を
控
え
、
外
食
は
野
菜
の

多
い
和
定
食
を
選
ぶ

　

○
お
酒
は
適
量
に
（
日
本
酒
な
ら
１

日
１
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
１
本
程

度
）
。

〝
食
べ
る
〞を
見
直
し
、生
活
習
慣
病
を
撃
退
！

〝
食
べ
る
〞を
見
直
し
、生
活
習
慣
病
を
撃
退
！

　

朝
食
を
抜
く
生
活
を
続
け
る
と
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
起
こ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
が
偏
る
こ
と
で
生
活
習
慣

病
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
祖
母
か
ら
母
へ
と
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
わ
が
家
の
「
お
袋
の
味
」
の
継
承
も
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
「
食
」
へ
の
意
識
を
も
う
一
度
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。

月
に
一
度
は
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
楽
し
む
日
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

8月 August

保健カレンダー
お問い合わせ
●住民福祉課保健指導室　☎82－2111

【8月分】
13:00～14:00
13:30～

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター（☎82－5100）

＜親子遊びの体験教室＞  予約制
    1日（金）テーマ「おもちゃつくり」……………… 10:00～11:30
   22日（金）テーマ「親子音楽リズム」…………… 10:00～11:30

＜遊びの広場＞
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）… 9:00～12:00
4日・5日・6日･11日･12日･13日･18日･19日･20日･25日・
26日・27日

※会場は幼児センターです！

おいしい手料理

　夏バテ防止や疲労回復に効果的な簡単、さっぱり味の一
品です。付け合わせにゆで卵などを添えると彩りもきれい
ですね。

＜材料＞5人分
● 豚もも肉スライス…………300㌘
● きゅうり……………………3本
● トマトまたはミニトマト…
　 　　　　　　　１玉（250㌘程度）
● おろしにんにく……………適宜
● 塩、こしょう………………少々

＜作り方＞
① 豚もも肉スライスは食べやすい大きさに切る。
② きゅうりはしま状に皮をむき、乱切りにする。
③ トマトは湯むきをして乱切りにする。
④ フライパンを熱し、①とおろしにんにくを合わせて炒める。
⑤ 肉に火が通ったらきゅうりを入れ、最後にトマトを入れる。
⑥ 調味料Ａを入れ、塩、こしょうで味を整える。

【食べて健康・豆知識】
　豚肉の中でもも肉は低カロリー、高たんぱくな部位です。
夏バテ解消、疲労回復に効果があります。
　きゅうりは「水気をおろす野菜」として効果がよく知られ
ています。利尿作用、むくみを解消する働きがあります。ビ
タミンＣを破壊する酵素が含まれているので、ビタミンＣと
一緒に摂る時は酢を加えるか、セ氏50度以上の加熱をして食
べるとよいでしょう。

　　　　　　　　 （幼児センター栄養士　石川　由香里さん）
　

おいしい手料理

【夏野菜の豚肉炒め】
※会場は保健福祉センターです！

【9月分】

1日

25日

（金）

（月）

もぐもぐ教室
乳幼児健診　
　　　　　　　　　（通知者以外は14:30～）
子育て相談

5日

9日
24日
25日
29日

（金）

（火）
（水）
（木）
（月）

ごっくん教室
乳幼児健診
栄養教室
1歳6カ月児健診
、26日（金） エキノコックス症検診
子育て相談

申込制

予約制

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されていますので、
こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

Ａ

● 砂糖…………大さじ１
● ケチャップ…大さじ６
● 中濃ソース…小さじ２
● カレー粉……小さじ２


